
土
佐
藩
に
お
け
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討
幕
運
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展
開
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薦
繍
鋸
…

は
じ
め
に

　
幕
末
期
の
土
佐
藩
に
は
、
「
尊
幕
擁
夷
」
・
「
佐
幕
開
…
港
」
・
「
尊
王

穣
夷
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
も
つ
た
三
つ
の
政
派
が
、
相
抗
争
し

て
土
佐
再
診
を
推
転
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
谷
干
城
遺
稿
』
封
二

四
八
頁
）
。
第
一
の
「
尊
幕
擁
夷
」
は
、
門
閥
上
士
層
を
中
心
に
す
る

守
擬
派
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
第
二
の
「
佐
幕
開
港
漏
は
、
…
開
明
的

中
士
魍
を
開
心
と
す
る
薪
お
こ
ぜ
組
の
方
針
ぞ
あ
り
、
「
尊
王
擁
夷
し

論
者
は
、
士
分
を
申
心
と
す
る
復
古
党
系
と
、
郷
士
層
以
下
を
中
心

と
す
る
勤
王
党
系
に
分
け
ら
れ
る
。
右
の
う
ち
新
お
こ
ぜ
組
と
復
古

党
は
、
い
わ
ば
改
革
派
的
勢
力
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
勤
王
党

は
、
　
一
貫
し
て
改
革
に
抵
抗
す
る
尊
擁
激
派
的
存
在
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
（
「
土
佼
藩
に
お
け
る
安
政
改
革
と

そ
の
反
対
派
」
歴
史
学
研
究
二
〇
五
号
）
で
の
べ
た
通
り
で
あ
る
の
で
、

本
稿
で
は
こ
れ
を
う
け
て
、
こ
れ
ら
の
諸
政
派
が
、
そ
の
政
治
路
線

を
元
治
期
以
降
い
か
な
る
形
で
討
幕
の
方
向
に
展
開
さ
せ
て
い
く
も
か
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を
具
体
的
に
追
求
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
9

　
こ
こ
で
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
を
問
題
の
中
心
に
す
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。
第
二
の
点
は
、
大
敵
奉
還
運
動
が
公
武
合
体
論
的
野
揚

を
こ
え
た
幕
藩
体
制
の
全
国
的
克
服
を
指
向
す
る
政
治
路
線
で
あ
る

と
い
う
点
ぞ
あ
る
。
　
こ
の
点
で
大
政
奉
還
派
を
　
「
上
士
公
武
合
体

派
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
遠
山
茂
樹
氏
の
規
定
と
も
異
っ
て
く
る
（
同

氏
稿
「
緊
治
維
薪
の
政
治
過
程
」
一
『
時
代
区
分
上
の
理
論
的
諸
問
題
』
…
…
…
八

頁
）
。
竜
ち
う
ん
大
政
奉
還
派
は
、
　
公
武
合
体
論
的
政
治
路
線
を
設

定
し
た
新
お
こ
ぜ
組
が
中
心
に
な
る
の
ぞ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
幕
藩

体
綱
を
前
提
に
す
る
公
武
合
体
論
的
立
揚
は
乗
り
こ
え
ら
れ
て
お
り
、

封
建
的
支
配
者
の
立
揚
か
ら
す
る
権
力
の
統
一
が
そ
の
政
治
路
線
と

し
て
設
定
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
点
で
は
、
つ
ぎ
に
問
題
に
す
る
武
力

討
幕
派
と
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
が
、
し
か
し
農
民
一
揆
に
集
申
的

に
現
わ
れ
る
封
建
的
危
機
に
た
い
す
る
恐
怖
か
ら
、
武
力
討
幕
を
提

起
し
え
ず
妥
協
的
な
平
和
的
処
理
を
求
め
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
第
二
に
問
題
に
し
た
い
討
幕
派
は
、
武
力
討
．
幕

を
指
向
し
て
く
る
。
討
幕
派
の
主
力
は
、
尊
擁
激
派
的
存
在
で
あ
っ

た
勤
王
覚
で
あ
る
が
、
武
力
討
幕
に
お
け
る
指
導
的
理
論
に
お
い
て

は
、
勤
王
党
が
文
久
期
に
竜
つ
た
草
葬
躍
起
論
的
王
政
復
古
の
主
張

に
み
ら
れ
え
傾
向
を
克
服
し
て
い
る
。
端
的
に
は
事
実
上
の
擁
夷
の

脱
却
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
尊
擁
激
派
か
ら
討
幕
派
へ
の
展
開
を
、

尊
擁
激
派
が
、
農
昆
層
の
変
革
的
た
か
ま
り
を
藤
野
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
倒
幕
派
に
な
り
、
さ
ら
に
「
公
議
政
体
」
の
妥
協
論
と
分
裂

し
王
政
復
古
か
ら
内
乱
を
通
じ
て
維
薪
政
蔚
を
樹
立
す
る
方
向
で
あ

る
と
、
井
上
清
氏
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
之
は
で
き
な
い
と
考
え
る

（
臨
画
著
『
明
治
雨
雫
』
二
八
五
頁
）
。
と
い
う
の
は
、
尊
卑
激
派
が
も

っ
た
階
級
的
基
盤
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
を
討
幕
派
は
受
つ
ぐ
が
、
し
か

し
討
幕
派
が
樹
立
し
た
維
新
政
府
は
、
決
し
て
こ
の
階
級
紫
蘇
盤
を

受
つ
い
ぞ
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
討
幕
派
の
指
導
的
分
子

は
、
尊
穣
激
派
竜
も
ち
え
な
か
っ
た
統
一
国
家
形
成
の
指
導
理
論
を

明
確
に
提
起
し
て
お
り
、
こ
の
指
導
理
論
が
、
誤
払
激
派
が
基
盤
に

し
た
階
層
を
敵
に
廻
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
こ
と
か
ら
、
「
討
幕
派
が
内
乱
の
覚
悟
を
か
た
め
て
封
建
的
矛
盾

の
焦
点
た
る
幕
府
を
一
掃
し
よ
う
と
し
た
か
ぎ
抄
、
民
衆
は
彼
ら
に

た
い
す
る
支
持
と
協
力
を
お
し
ま
な
か
っ
た
扁
　
（
弁
上
前
節
気
二
八
六

買
）
点
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
討
幕
と

い
う
焦
点
に
む
け
ら
れ
た
諸
階
級
の
統
一
行
動
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、

幕
末
期
に
お
け
る
農
民
闘
争
の
役
割
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
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た
維
新
に
お
け
る
社
会
的
変
革
の
深
さ
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

不
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
無
規
定
的
に
評
価

す
る
な
ら
ば
、
嘉
島
政
府
の
階
級
的
基
盤
の
狭
さ
、
さ
ら
に
は
維
新

政
府
の
専
制
的
性
絡
…
を
明
ら
か
に
し
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
討
幕
と
い
う
諸
階
級
の
統
一
行
動
と
、
そ
の
統
一
行
動
に
お
け

る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
た
政
治
勢
力
お
よ
び
そ
の
指
導
理
論
を
明
確

に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ

と
な
く
し
て
は
、
討
幕
と
い
う
諸
階
級
の
統
一
行
動
を
正
確
に
理
解

す
る
こ
と
も
不
可
能
ぞ
あ
れ
ば
、
幕
末
期
に
お
け
る
階
級
闘
争
を
正

し
く
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ぞ
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
維

薪
以
後
の
政
治
過
程
も
理
解
で
き
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
維
薪
政
府

が
、
討
幕
と
い
う
諸
階
級
の
統
一
行
動
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
な
が

ら
も
、
維
新
政
府
を
樹
立
し
た
勢
力
が
、
討
幕
の
ヘ
ゲ
モ
　
丁
を
握

っ
た
勢
力
で
あ
り
、
そ
の
政
治
路
線
が
、
討
幕
の
指
導
理
論
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
維
新
政
府

が
成
立
後
直
ち
に
統
一
行
動
に
参
加
し
た
農
民
的
勢
力
は
も
ち
ろ
ん

尊
擁
激
派
的
勢
力
か
ら
も
愛
翫
さ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
点
に
カ
い
て
は
、
公
武
A
霞
体
派
的
勢
力
が
、
内
単

な
る
公
武
合
体
を
の
り
こ
え
て
幕
藩
体
制
の
全
国
的
克
服
の
方
向
を

提
起
す
る
こ
と
を
究
題
し
、
つ
い
で
第
二
点
に
お
い
て
は
、
討
幕
運

動
が
も
っ
た
幅
の
広
さ
と
、
そ
れ
に
竜
か
か
わ
ら
ず
こ
の
運
動
に
よ

っ
て
樹
立
さ
れ
る
維
新
政
府
の
専
制
的
性
格
を
統
一
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
、
幕
末
期
に
お
け
る
土
佐
藩
の
動
向
の
な
か
か
ら
具
体
的
に

追
求
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
倒
幕
運
動
を
尊
穣

運
動
と
は
異
な
る
政
治
運
動
で
あ
る
と
の
別
稿
（
拙
稿
「
天
保
改
革
論

の
再
検
討
扁
日
本
史
研
究
三
一
号
二
六
頁
）
で
の
問
題
提
起
を
具
体
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
尊
擾
激
派
的
・
改
革
派
飼
畜
的
勢
力
は
、

討
幕
と
い
う
統
一
行
動
に
参
加
し
て
く
る
が
、
そ
の
指
導
勢
力
は
、

系
譜
的
に
は
尊
擁
激
派
に
つ
な
が
り
な
が
ら
も
、
絶
対
主
義
的
全
国

統
一
を
指
向
し
て
、
尊
穣
激
派
と
は
異
る
指
導
理
論
を
提
起
し
て
く

る
の
で
あ
る
。

勤
王
党
の
敗
北

　
文
久
年
間
と
い
う
時
期
は
、
全
国
的
に
尊
擾
激
派
の
運
動
が
た
か

ま
り
、
長
州
藩
の
場
合
に
血
肝
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
昆

的
勢
力
を
も
動
員
し
な
が
ら
幕
藩
体
制
を
も
否
定
す
る
方
向
が
具
体

化
し
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。
七
か
し
こ
の
方
向
は
、
其
体
的
に
は
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対
外
的
危
機
感
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
屯
の
で
あ
っ
て
、
土
佐
藩
の

尊
報
い
激
派
で
あ
る
勤
王
党
の
揚
合
に
つ
い
て
別
稿
（
「
土
依
藩
に
お
け

る
安
政
改
革
と
そ
の
反
対
派
」
歴
史
学
研
究
二
〇
五
号
二
九
頁
）
で
み
た
よ

う
に
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
を
土
台
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
歪
曲
・

転
位
の
上
に
規
定
さ
れ
た
政
治
運
動
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
運
動

に
よ
っ
て
、
藩
内
問
題
と
し
て
は
、
従
来
の
藩
体
制
に
よ
る
支
配
体

系
を
変
質
さ
せ
、
金
国
的
問
題
と
し
て
は
、
幕
藩
体
制
を
前
提
と
す

る
公
武
合
体
論
的
政
治
路
線
を
押
な
が
し
て
し
ま
う
が
、
し
か
し
具

体
的
な
政
治
プ
ラ
ン
を
も
ち
え
な
い
こ
の
運
動
は
、
み
じ
め
な
敗
北

を
喫
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
文
久
二
年
（
一
八
六
三
四
月
八
日
、
仕
置
役
と
し
て
藩
政
の
中
心

に
あ
り
、
安
政
改
革
を
推
進
し
つ
つ
あ
っ
た
吉
田
東
洋
一
新
お
こ

ぜ
組
の
中
心
人
物
ー
ー
が
、
勤
王
党
員
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
と
い

う
事
件
は
、
幕
藩
体
制
を
否
定
す
る
勤
王
党
が
、
藩
政
の
表
面
に
進

講
し
て
い
く
発
端
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
事
件
の
あ
と
、
　
勤
王
党
の
内

戦
に
も
及
ば
ん
と
す
る
圧
力
の
下
ぞ
、
藩
庁
の
総
交
替
が
行
わ
れ
る

（『

ﾛ
薪
土
佐
勤
王
鎚
』
＝
九
～
ニ
ニ
頁
）
。
と
こ
ろ
が
こ
の
政
変
は
、

従
来
藩
庁
の
主
流
で
あ
っ
た
新
お
こ
ぜ
組
を
退
け
え
た
に
し
て
も
、

復
古
党
系
の
人
物
が
二
。
三
加
つ
た
守
旧
派
中
心
の
政
権
を
生
み
だ

し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
平
尾
道
雄
著
『
子
玉
将
干
城
伝
撫
翫
二
頁
）
。
し
　
狗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
し
現
実
に
は
、
い
か
な
る
藩
権
力
と
い
え
ど
も
急
難
の
総
交
替
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

行
わ
せ
た
勤
王
党
の
圧
力
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
ち

ろ
ん
階
級
的
本
質
を
異
に
す
る
勤
王
党
と
、
藩
権
力
が
全
面
的
に
同

調
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
藩
内
外
に
た
か
ま
る

尊
影
激
私
的
運
動
に
抑
さ
れ
て
、
藩
権
力
屯
勤
王
党
の
意
見
を
受
け

い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
も
は
や
丈
久
元
年
（
一
八

六
一
）
の
よ
う
に
、
勤
王
党
の
意
見
を
「
書
生
の
醸
成
し
曲
説
に
て
容

易
に
信
用
い
た
し
が
た
く
」
　
（
武
市
瑞
山
の
建
言
に
た
い
す
る
福
岡
孝
弟
・

の
楽
吾
一
『
武
市
瑞
由
闘
係
丈
書
』
e
五
六
頁
）
　
と
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
っ
た
。
後
年
土
佐
に
お
い
て
、
こ
の
東
洋
暗
殺
以
後
の
文

久
二
年
を
『
勤
王
年
』
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は

あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
（
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
一
五
八
頁
）
。

　
こ
う
し
て
勤
王
党
の
画
策
に
よ
診
、
土
佐
誰
々
主
入
朝
の
依
頼
が
、

三
条
実
美
を
通
じ
て
土
佐
藩
に
伝
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
前
掲
書
一
四

四
頁
）
。
　
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
眼
を
管
内
問
題
か
ら
全
国
的
問
題
に

む
け
さ
せ
る
に
至
り
、
と
に
も
か
く
に
も
藩
主
上
京
・
国
事
周
旋
の

決
行
を
促
す
。
六
月
二
八
日
藩
主
豊
範
は
、
守
旧
派
の
小
八
木
五
兵

衛
（
仕
羅
役
）
お
よ
び
復
古
党
の
小
南
五
郎
右
衛
門
（
大
意
付
）
の
下
に
、
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約
五
百
人
の
兵
を
率
い
て
高
知
を
繊
発
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
（
前

掲
書
一
五
一
頁
）
。
こ
れ
に
武
市
瑞
山
等
も
随
従
し
、
こ
れ
以
後
彼
ら

の
京
都
を
中
心
に
す
る
華
か
な
活
躍
が
行
わ
れ
、
藩
当
局
も
こ
の
動

き
を
部
分
的
で
は
あ
る
が
受
け
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
聞
の
状
勢
を
『
維
藏
土
佐
勤
主
史
』
か
ら
、
年
表
風
に

整
理
し
て
お
こ
う
。

　
四
月
二
九
日
、
「
人
心
一
致
上
下
親
睦
何
事
二
よ
ら
ず
存
寄
有
之

捧
面
六
は
雨
意
禺
」
と
藩
主
論
告
。
同
下
旬
勤
王
党
員
三
人
上
方
状

勢
視
察
の
た
め
派
遣
。
八
月
二
日
、
井
上
佐
市
郎
（
藩
主
に
随
従
し
て

上
京
・
東
洋
階
殺
者
を
探
索
）
暗
殺
。
　
閏
八
月
一
四
日
、
武
市
黒
山
。

平
井
収
二
郎
（
勤
王
党
員
）
等
他
藩
応
接
役
に
任
命
。
同
月
、
常
山
藩

主
“
へ
の
建
白
書
執
筆
。
九
月
二
五
日
、
瑞
山
青
蓮
院
宮
に
藩
主
の
勅

使
随
行
を
要
請
。
一
〇
月
一
四
日
、
五
十
入
組
（
勤
王
党
員
を
申
心
に

す
る
霞
発
的
な
容
堂
護
衛
組
織
）
届
捨
て
に
し
て
高
知
出
一
発
。
　
一
二
月

一
日
、
藩
主
毛
利
家
と
婚
姻
。
同
一
七
日
、
平
井
収
二
郎
等
青
蓮
院

宮
に
藩
政
改
革
の
令
旨
を
要
請
。
濁
二
五
日
、
釜
山
郷
士
か
ら
留
守

居
組
に
編
…
入
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
七
竃
、
中
・
岡
慎
太
郎
（
勤

王
党
員
）
徒
目
付
兼
他
藩
応
接
役
に
任
命
等
た
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
勤
主
党
の
政
治
路
線
は
決
し
て
整
い
れ
ら
れ
う

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
武
市
瑞
山
の
京
都
朝
廷
へ
の
建
白
書
に
は
、

6
「
五
畿
内
一
円
御
領
（
天
皇
直
轄
領
）
に
剃
刃
」
、
⇔
参
勤
交
代
の
緩

和
、
同
「
政
令
一
切
朝
廷
よ
り
御
巡
行
詰
の
三
ケ
条
が
主
張
さ
れ
て

い
た
（
『
武
市
瑞
山
関
係
触
書
』
の
）
。
　
こ
の
よ
う
な
幕
藩
体
制
を
事
実

上
否
定
す
る
天
皇
へ
の
権
力
の
集
中
が
、
守
圏
派
や
復
古
党
を
含
め

て
の
幕
藩
領
主
層
に
受
い
れ
ら
れ
う
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
る
。
復
古
党
の
佐
々
木
高
行
が
、
文
久
一
二
年
二
月
の
足
利
氏

木
像
彙
首
事
件
に
た
い
し
て
、
こ
れ
を
賛
成
で
き
ぬ
と
し
「
勤
王
家

の
大
失
策
で
徒
に
佐
幕
家
に
口
実
を
与
ふ
る
の
み
・
で
、
大
事
を
な
す

妨
害
で
あ
る
と
真
の
問
志
と
憂
慮
し
た
位
」
（
『
鋤
妊
佐
々
木
老
侯
昔
臼

談
』
三
四
七
頁
）
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
聞
の
事
情
は
あ
き

ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
勤
王
党
に
た
い
す
る
排
斥
が
、
直
ち
に
は
じ
ま
る
の
も
当

然
で
あ
る
。
す
で
に
文
久
三
年
の
暮
頃
か
ら
、
勤
王
党
員
を
中
心
に

す
る
五
十
人
組
に
た
い
し
て
、
乾
（
板
垣
）
退
助
・
小
笠
原
唯
八
等

の
復
古
党
系
を
中
心
と
す
る
『
御
臨
時
組
』
が
、
五
十
人
組
の
容
堂

に
た
い
す
る
脅
追
奪
態
度
を
抑
え
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
く
る
（
坂

縛
蛾
漏
者
『
鯨
海
酔
侯
』
一
八
四
頁
）
。
大
久
保
剃
利
通
も
「
京
師
に
あ
る
土

人
（
勤
王
党
員
を
さ
す
）
は
暴
を
唱
へ
」
て
い
る
が
、
　
「
君
側
へ
爾
人
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（
板
壇
・
小
笠
原
）
正
義
懸
者
膚
之
実
に
純
良
葉
者
に
て
涙
を
ふ
る
ひ

必
死
に
根
成
檸
」
（
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
二
六
九
頁
）
と
藩
へ
書
送
っ

て
い
る
。
こ
の
御
臨
時
組
は
決
し
て
反
動
擁
で
は
な
く
、
　
「
下
士
の

儲
越
蹴
愚
を
抑
へ
て
藩
内
を
統
一
に
せ
ん
と
し
た
」
（
前
掲
『
佐
々
木

談
』
二
三
六
頁
）
　
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　
そ
れ
は
結
局
の

と
こ
ろ
容
堂
の
尊
慮
派
弾
圧
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て

い
く
。

　
猿
繋
が
江
戸
よ
り
帰
国
し
た
の
は
文
久
三
年
四
月
一
二
日
で
あ
る

が
、
早
く
も
二
六
日
に
は
藩
庁
の
交
替
が
は
じ
ま
り
、
復
古
党
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

人
物
が
相
つ
い
で
罷
免
さ
れ
る
。
藩
庁
は
、
「
多
く
は
守
隔
党
か
或

は
党
臭
の
薄
い
も
の
で
篇
占
め
ち
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
　
（
平
醗
道
、

雄
碧
『
容
堂
公
認
伝
』
＝
三
頁
）
。
つ
い
で
五
月
二
四
日
に
は
、
「
名

字
唱
之
者
共
不
残
召
出
し
し
て
、
「
殊
に
勤
王
相
唱
馴
者
共
之
申
に
、

父
子
之
親
・
君
臣
之
義
を
忘
、
致
亡
命
協
徒
も
有
之
以
之
外
事
泳
、

畢
寛
人
倫
贈
呈
協
繋
留
勤
王
之
筋
難
辻
風
訳
二
協
」
と
封
建
的
身
分

秩
序
の
倫
理
を
通
じ
て
尊
墨
運
動
を
抑
え
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
「
一

旦
㎜
朋
嶋
兄
相
結
…
捧
｝
輩
と
い
へ
と
も
先
燕
非
を
改
正
道
に
相
帰
峰
楓
協
有
、
既

往
之
小
過
者
深
ク
糺
明
不
落
仰
付
」
と
勤
王
党
の
解
散
を
主
張
す
る

に
至
っ
た
（
「
柏
葉
日
録
」
…
稿
本
『
難
山
公
記
』
高
知
県
立
事
書
館
所
蔵
）
。

（
註
）
　
　
四
凹
月
二
品
ハ
ロ
R
、
　
小
南
五
郎
右
喪
心
目
●
渡
辺
弥
久
馬
．
赦
惰
備
退
噛
馴
。
　
瞬
一

　
ニ
レ
b
臼
、
　
深
結
邸
川
。
　
五
門
月
二
肩
、
　
竃
γ
煮
凝
㎝
ナ
ご
水
…
。
　
六
月
二
沼
口
、
　
小
笠
原

　
唯
八
等
が
そ
れ
ザ
て
れ
罷
免
さ
れ
て
い
る
（
『
御
侍
中
御
先
綴
一
系
圃
腱
』
・

　
平
尾
前
掲
書
。
前
掲
『
佐
々
水
談
』
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
文
久
三
年
の
中
頃
か
ら
、
土
佐
藩
に
お
け
る
尊
穰

派
の
後
退
が
は
じ
ま
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
五
十
人
組
と
御
町
蒔
組

と
の
対
立
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
復
古
党
系
の
勤
王
党
に
た
い
す

る
反
感
が
そ
の
発
「
端
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
復
古
勘
案
は
、
勤
王
党
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肉
ら
の
立

揚
を
な
く
し
、
勤
王
党
は
復
古
党
と
対
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
権

力
内
に
足
揚
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
復
査
党
系
が
藩
庁
か
・
り
排
除
さ
れ
、
つ
い
で
勤
王
党
が
金
面
的
に

弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
久
三
年
後
半
期
に
は
土
佐
藩
に
お

け
る
尊
穰
遮
動
は
一
度
に
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
敗
退
の
中
で
勤
王
覚
は
、
「
藩
内
に
在
る
者
は
概
し
て
其
論

二
派
に
分
れ
、
　
一
は
藩
…
を
脱
し
て
討
幕
穣
夷
の
事
に
従
は
む
と
す
る

者
、
　
一
つ
は
藩
論
を
輿
図
せ
し
め
て
武
市
等
の
臨
獄
の
事
を
謀
ら
む

と
す
る
者
と
に
分
れ
て
．
」
　
（
依
岡
珍
麿
「
古
稀
物
語
抄
」
一
『
武
市
瑞
山

衡
係
文
書
』
㊨
置
三
四
頁
）
と
い
わ
れ
る
状
態
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
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勤
王
猷
兄
の
分
裂
は
、
彼
ら
が
反
封
建
的
性
格
を
内
包
し
な
が
ら
も
直

接
的
に
は
士
．
分
意
識
か
ら
政
治
的
に
結
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
藩
論
挽
回
策
は
、
藩
体
制
以
外
の
権
力
機
構
を
提
起

で
き
な
い
士
分
意
識
に
よ
る
戦
術
で
あ
り
、
撹
織
工
は
、
幕
藩
体
罰

否
定
の
方
向
を
示
し
て
お
り
な
が
ら
も
決
し
て
反
封
建
的
政
治
勢
力

の
結
集
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

の
分
裂
は
、
政
治
路
線
の
相
違
か
ら
で
て
き
た
竜
の
ぞ
は
な
く
、
い

わ
ば
戦
術
上
の
相
違
と
し
て
で
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

脱
藩
挙
兵
に
反
対
し
て
い
た
申
岡
慎
太
郎
（
北
川
郷
大
庄
屋
見
習
繊
身
）

も
、
最
後
に
は
在
国
の
同
志
に
率
兵
上
京
す
な
わ
ち
脱
藩
を
要
請
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
註
）
　
申
岡
は
、
　
「
影
壁
並
び
に
執
政
辺
へ
は
両
三
人
つ
つ
御
出
行
然
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
く
…
…
大
挙
ほ
不
当
を
坂
に
付
宜
し
か
ち
ざ
る
纂
」
　
（
平
尾
道
雄
著
『
陸

　
援
隊
始
宋
記
』
四
五
頁
）
と
主
張
し
て
、
脱
蕪
…
挙
兵
策
と
対
立
し
て
お
り

　
な
が
ρ
り
、
　
一
側
治
篇
ル
年
　
（
一
八
六
四
年
）
　
五
月
に
r
け
…
、
　
「
何
一
刀
に
「
も
早
く
旧
く

　
下
を
瓦
解
敷
さ
ず
し
て
は
…
…
中
々
撰
夷
も
何
も
出
来
不
当
扁
と
率
兵
上

　
京
・
挙
兵
を
在
国
の
同
志
に
訴
え
て
い
る
（
尾
騎
卓
爾
晶
者
『
申
岡
慎
太
郎
・

　
先
生
』
　
…
八
○
頁
）
。

　
こ
う
し
て
勤
王
党
は
、
　
一
方
で
は
多
数
の
脱
藩
者
を
だ
す
と
共
に
、

他
方
在
飼
の
竜
の
は
、
反
封
建
的
政
治
勢
力
の
結
集
を
全
然
画
ら
な

い
そ
、
彼
ら
だ
け
に
よ
り
藩
論
挽
回
を
策
す
る
。
元
治
元
年
五
月
の

幡
多
郡
二
八
名
、
．
申
央
五
郡
二
九
名
の
藩
庁
へ
の
一
歎
願
書
提
出
、
嗣

七
月
の
安
芸
郡
二
三
名
の
身
根
山
屯
集
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
全
て
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
融
）

王
党
お
よ
び
そ
の
同
調
者
の
み
に
よ
る
行
動
ノ
し
あ
つ
て
、
　
農
民
を

『
層
』
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
は
全
然
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
野
根
山
屯
集
は
、
夫
自
体
藩
体
制
の
秩
序
を
事
実
上
否

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
士
分
の
反
対
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
報
昔
が
、
　
「
高
知
城
下
に
達
す
る
や
郭
中
上

士
の
若
者
共
大
に
憤
激
し
謀
反
な
す
と
は
奇
怪
至
極
な
り
と
直
に
槍

を
提
げ
城
に
入
り
…
…
…
後
藤
（
象
二
郎
）
等
は
上
士
の
激
昂
此
の

如
き
を
見
て
大
に
意
を
強
く
す
る
所
あ
り
」
（
坂
崎
前
掲
書
二
二
八
頁
）

と
い
わ
れ
る
状
態
で
あ
り
、
小
笠
原
唯
八
自
ら
こ
の
事
件
鎮
圧
に
の

り
だ
す
の
で
あ
る
（
『
維
薪
土
佐
勤
王
史
』
六
五
二
頁
）
。

（
註
）
　
野
根
出
屯
集
に
参
加
し
た
二
三
名
は
、
そ
の
出
自
（
前
掲
拙
稿
二
七

　
頁
B
表
）
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
勤
王
党
よ
り
ょ
り
広
い
磨
．
を
含
ん

　
で
い
る
が
、
決
し
て
農
風
的
勢
力
の
組
織
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
勤
玉
党
は
、
幕
藩
休
制
を
事
実
上
否
定
す
る
行

動
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
丈
の
も
の
で
あ
っ
た
。
農
民
的
勢
力
を

組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
封
建
的
政
治
勢
力
と
し
て
藩
権
力
に
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対
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
他
方
復
古
党
系
を
も
含
め
た
士
分
層

と
も
対
立
し
て
く
る
。
こ
う
し
て
勤
王
党
は
全
く
孤
立
し
て
し
ま
い
、

敗
退
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
天
下
挽
回
再
挙
な
き
に

あ
ら
ず
、
乍
然
今
暫
く
時
を
見
る
べ
し
、
依
て
沸
騰
及
脱
藩
は
甚
だ

無
益
な
り
、
涙
を
か
か
へ
て
沈
黙
す
べ
し
外
に
愚
な
し
」
（
尤
治
元
年

一
〇
月
一
〇
日
鮒
中
岡
書
状
1
尾
崎
萬
史
書
二
〇
二
頁
）
。
と
い
わ
れ
る
状

態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
新
お
こ
ぜ
組
の
再
登
場

　
以
上
の
よ
う
な
勤
王
覚
の
敗
退
の
過
程
は
、
暫
時
に
薪
お
こ
ぜ
組

の
改
革
路
線
が
、
ふ
た
た
び
土
佐
藩
政
を
主
導
す
る
過
程
で
も
あ
っ

た
。
交
久
三
年
暮
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
　
後
藤
画
工
郎
・
福
岡
藤

次
（
孝
弟
）
・
由
比
三
内
等
の
新
お
こ
ぜ
組
系
の
人
物
が
、
藩
庁
に
復

帰
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
平
尾
道
雄
著
『
子
爵
谷
干
城
伝
』
八
五
頁
）
。
後

藤
象
二
郎
は
、
元
治
元
年
七
月
大
回
付
に
就
任
す
る
の
ノ
L
あ
る
が

（
大
町
桂
月
碧
『
伯
爵
後
藤
象
二
郎
伝
』
．
㎝
三
五
頁
）
、
そ
れ
に
先
立
つ
四

月
、
彼
は
、
開
国
論
・
吉
田
東
洋
の
遺
臣
で
あ
る
開
成
館
の
建
設
・

長
崎
貿
易
・
洋
式
汽
船
の
購
入
を
内
容
と
す
る
意
見
書
を
、
朝
堂
に

提
爵
し
こ
れ
を
受
い
れ
さ
せ
て
い
る
　
（
寺
石
正
路
著
『
南
学
史
』
＝
一

六
頁
）
σ
　
こ
の
後
藤
等
の
藩
庁
復
帰
は
、
　
い
わ
ば
吉
田
東
洋
が
中
心

に
な
っ
た
安
政
改
革
の
継
承
発
展
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
方
向
と
相
並
行
し
て
、
勤
王
党
の
行
動
に
た
い
す

る
三
下
主
流
の
封
建
的
身
分
秩
序
の
維
持
・
強
化
の
方
向
が
明
確
化

さ
れ
て
く
る
。
　
文
久
三
年
二
月
に
谷
干
城
は
、
　
勤
王
党
の
行
動
は

「
浮
浪
之
輩
其
内
無
頼
之
冗
物
」
の
行
動
で
あ
っ
て
、
　
「
武
士
同
様

規
律
節
制
相
立
」
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
（
平
尾
萬
掲
書

七
九
頁
）
、
元
治
元
年
七
月
に
は
、
　
「
私
に
三
三
の
大
義
を
首
唱
し
、

己
が
職
分
を
忘
れ
借
越
非
分
の
挙
動
有
之
更
に
不
心
得
事
に
協
」
と

藩
主
の
名
前
ぞ
勤
王
党
が
批
判
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
勤
王
党
批
判
は
、

「
夫
封
建
の
体
と
し
て
は
、
天
朝
之
命
幕
府
に
下
り
、
幕
府
天
下
の

大
小
諸
侯
を
率
ひ
令
を
四
方
に
伝
ふ
、
其
分
義
順
八
専
よ
り
不
可
乱

也
」
と
幕
藩
体
紐
の
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
を
前
提
し
、
さ
ら
に
「
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
ヵ
）

叉
一
国
中
我
以
下
家
老
諸
子
軽
格
庶
属
に
到
迄
、
夫
々
等
級
順
序
有

之
敢
て
借
越
す
べ
き
に
非
ず
」
と
つ
け
加
へ
て
勤
王
を
浅
内
体
綱

の
身
分
秩
序
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
の
り
こ
え
て
進
屯
う
と

す
る
彼
ら
を
抑
圧
す
る
方
向
を
主
張
し
て
い
た
（
坂
綺
前
掲
書
ニ
エ
躍

頁
）
。
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他
方
こ
の
頃
、
後
藤
が
板
垣
退
助
に
た
い
し
て
勤
王
党
を
抑
圧
し

藩
内
を
統
一
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
擁
夷
・

開
国
の
相
違
は
問
題
に
す
る
に
当
ら
な
い
と
主
張
し
て
、
彼
の
復
職

を
承
諾
さ
せ
て
い
る
（
大
町
前
掲
書
一
三
煮
頁
。
坂
陶
前
掲
書
二
二
三
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
藩
内
体
制
の
統
一
強
化
も
、
策
し
い
藩
庁
主
流
の

基
本
方
向
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
元
治
期
以
降
に
お
け
る
土
佐
藩
政
の
二
つ
の
方
向
は
、
た
ん

な
る
『
復
古
』
で
は
・
な
く
、
官
僚
制
的
体
制
へ
の
藤
一
換
を
通
じ
て
の

封
建
的
な
支
配
体
制
の
再
編
強
化
で
あ
っ
た
安
政
改
革
（
前
掲
拙
稿

参
照
）
を
よ
り
明
確
に
し
た
屯
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て

土
佐
藩
政
は
、
開
国
政
策
と
藩
内
体
制
の
統
コ
強
化
の
二
つ
の
方
向

に
展
開
し
て
い
、
く
。
だ
か
ら
勤
王
党
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
　
「
採
此
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昨
日
）

内
御
役
人
み
な
み
な
や
ま
り
協
よ
し
ど
ふ
か
、
き
の
ふ
聞
け
く
其
あ

と
へ
吉
田
組
（
新
お
こ
ぜ
組
）
の
人
鋳
た
と
申
事
誠
や
ら
う
そ
や
ら
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
余
）

れ
ず
、
誠
な
れ
ば
御
国
は
み
だ
れ
る
ハ
か
ん
ぜ
ん
な
る
へ
し
」
　
（
元

治
元
年
七
月
附
武
市
瑞
山
の
獄
申
よ
り
の
書
状
i
『
武
市
薄
日
関
係
国
書
』
e

㈱
九
八
貰
）
と
、
歎
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
後
藤
の
建
策
に
従
っ
た
開
成
館
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

く
る
。
こ
の
建
設
計
画
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
か
ら
は
じ
め
ら

れ
、
翌
年
二
月
五
戸
を
期
し
て
開
館
さ
れ
た
が
、
内
部
は
、
貨
殖
・

勧
業
・
税
課
・
鉱
山
・
捕
鯨
・
鋳
造
・
火
薬
・
軍
艦
・
医
・
訳
の

十
局
に
分
か
れ
、
き
わ
め
て
壮
大
な
規
模
を
竜
つ
た
も
の
で
あ
っ
た

　
（
『
谷
漁
期
伝
』
一
九
四
頁
）
。
　
し
か
し
こ
れ
が
ど
の
程
度
具
体
的
に
機

能
を
発
揮
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
む
し
ろ
実
際
は
、
　
「
本
局
と
勧

、
業
貨
殖
の
二
局
」
　
（
坂
崎
前
掲
書
二
三
四
頁
）
　
を
お
い
た
程
度
の
も
の

ぞ
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
貨
殖
局
に
関
し

て
は
か
な
り
の
…
機
能
を
果
し
て
い
る
。
慶
応
元
年
に
開
成
館
設
置
の

こ
と
が
決
定
さ
れ
る
と
共
に
、
大
阪
在
役
を
貨
殖
局
掛
り
に
兼
任
さ

せ
、
大
阪
に
お
け
る
国
産
晶
販
売
を
取
扱
わ
せ
て
い
る
（
平
尾
道
雄
稿

　
「
貨
殖
局
大
阪
餓
張
所
」
土
佐
史
談
五
六
号
六
一
頁
）
。
つ
い
で
後
藤
薗
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
月
長
崎
に
赴
き
、
長
崎
貿
易
の
推
進
に

当
る
と
共
に
、
　
そ
の
機
関
と
し
て
の
貨
殖
潟
の
大
阪
・
長
崎
弓
張

所
設
立
資
本
と
し
て
番
謡
オ
ー
ル
ス
か
ら
一
八
万
両
借
入
れ
て
い
る

　
（
坂
略
前
掲
書
二
三
九
頁
）
。
　
他
方
藩
は
、
　
開
成
館
創
設
…
に
あ
た
っ
て

同
年
一
二
日
〃
領
内
に
、
　
「
此
度
御
先
代
様
御
時
代
の
御
法
度
御
調
の
上

勧
業
貨
殖
の
道
御
開
被
遊
協
に
付
中
世
無
事
の
随
弊
に
不
差
泥
御
趣

意
厚
引
受
尽
力
可
被
致
」
と
訴
え
て
お
り
（
「
開
成
館
文
書
」
一
稿
本

　
『
叢
範
公
詑
』
）
、
ま
た
容
量
自
身
も
同
年
四
月
に
、
「
開
成
館
造
営
専
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貨
殖
之
道
主
張
致
と
も
」
と
の
べ
て
い
る
（
平
尾
遊
雄
稿
「
土
佐
商
会

始
示
」
未
発
表
）
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の

開
成
館
の
創
設
は
、
藩
内
に
お
け
る
馬
革
生
産
を
奨
励
す
る
と
共
に
、

藩
翰
専
売
お
よ
び
貿
易
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
い
わ
ゆ
る
新

し
い
富
国
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

（
識
）
　
蕪
…
営
長
崎
貿
易
は
、
す
で
に
文
久
三
年
三
月
頃
か
ら
、
国
産
晶
（
銅
・

　
樟
脳
）
を
見
返
り
に
し
て
小
銃
購
入
の
計
両
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
，

　
閥
成
館
創
設
以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
平
尾
前
掲
稿
）
。

　
か
く
て
文
久
三
年
か
ら
藩
営
専
売
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
樟
脳

の
長
騎
貿
易
を
強
化
す
る
と
共
に
（
『
佐
々
木
老
侯
昔
日
談
』
三
一
九
頁
）
、

新
た
に
当
時
総
生
産
額
八
○
万
両
余
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
紙
の

『
御
手
先
商
売
』
と
称
す
る
藩
権
力
に
よ
る
購
買
独
占
を
行
い
、
大

阪
そ
の
他
へ
販
売
し
よ
う
と
す
る
専
売
制
度
を
設
け
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
（
前
掲
富
国
頁
・
坂
崎
前
掲
書
二
三
四
頁
）
。
　
こ
の
宙
茎
男
制
度
の

具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
外
国
交
易
適
用
の
胤
上
し
て
撰
定
せ
ら
れ
た

二
二
種
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
全
て
津
口
及
び
国
境
搬
出
が
禁
ぜ
ら

九
、
当
湘
揚
ぞ
欄
成
館
勧
業
局
に
質
上
げ
ら
れ
る
規
定
に
な
っ
て
お

り
、
し
か
も
そ
れ
は
開
成
館
発
行
の
藩
札
に
よ
っ
て
買
上
げ
ら
れ
て

い
“
O
　
（
輩
†
尾
鼎
旭
雄
～
稿
「
貨
殖
局
論
八
坂
出
張
所
」
土
佐
史
談
五
六
口
了
六
四
頁
）
。

こ
の
方
法
は
、
幕
末
に
お
い
て
も
大
体
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
樟
脳
の
長
崎
貿
易
が
全
て
藩
の
機
関
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
屯
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
藩
札
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

し
て
は
、
　
「
此
慶
紙
幣
の
略
は
開
成
館
へ
諸
品
買
入
の
策
よ
り
専
ら

…
激
て
協
由
」
（
慶
恋
元
年
｝
○
月
附
与
干
城
意
見
書
1
『
谷
子
城
遺
稿
』
下

＝
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
開
成
館
創
設
の
当
初
か
ら
、
　
国
産
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

買
上
げ
は
藩
札
を
も
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

（
註
）
　
こ
の
藩
け
孔
の
維
新
…
迄
の
発
行
高
は
、
平
尾
道
雄
氏
に
よ
る
と
㎝
〇
五

　
万
貫
欝
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
平
尾
前
掲
稿
岡
頁
）
。

　
　
こ
う
し
て
開
成
館
は
、
藩
内
の
商
昂
生
産
を
掌
握
し
、
そ
の
流
通

　
機
構
を
藩
権
力
が
直
接
的
に
亥
配
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
の
性
格

塗
を
・
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
吾
な
は
こ
の
開
…
成
館
創
設
に
、
安
政

　
改
革
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
土
佐
藩
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
に

　
た
い
す
る
上
か
ら
の
対
応
体
系
の
成
立
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
し
か
し
こ
の
開
成
館
政
策
は
、
決
し
て
単
な
る
富
国
政
策
に
と
ど

　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

　
ま
ら
な
か
っ
た
。
三
蔵
が
自
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
に
、
開

　
面
面
の
創
設
は
「
唯
利
の
み
見
逃
訳
に
て
無
之
、
窟
國
の
基
を
瀾
き
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強
兵
の
実
を
得
ん
と
欲
す
」
と
藷
…
士
に
訴
え
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
・
な

政
策
は
、
　
「
吾
一
家
の
富
強
を
．
謀
る
に
非
ず
即
ち
皇
国
を
保
護
す
る

而
己
」
、
て
あ
る
と
結
ん
で
い
る
（
三
晃
道
雄
稿
「
土
佐
商
会
始
末
」
未
発

表
）
。
要
す
る
に
容
堂
は
、
こ
の
開
成
館
政
策
に
お
い
て
、
「
皇
国
を

保
護
す
る
」
た
め
の
、
換
言
す
れ
ば
幕
藩
領
主
と
し
て
の
立
場
に
た

っ
た
、
対
外
的
危
機
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
封
建
的
危
機
に
対
応
す

る
国
家
的
統
一
h
絶
対
主
義
化
の
た
め
の
富
国
強
兵
策
を
指
向
し
て

い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
長
崎
に
お
い
て
輸
入
さ
れ

る
も
の
は
、
殆
ん
ど
全
て
武
器
お
よ
び
蒸
汽
船
で
あ
っ
た
。
す
ぞ
に

元
治
元
年
（
天
六
四
）
一
〇
月
に
は
、
樟
脳
を
売
払
っ
た
代
金
を
蒸

汽
船
修
覆
の
費
用
に
あ
て
て
い
る
（
平
尾
道
雄
稿
「
南
海
船
の
歴
史
」
未

発
表
）
。
　
慶
癒
二
年
八
月
か
ら
一
ケ
年
の
長
崎
に
お
け
る
藩
の
支
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

金額（両）訳内

0
2
8
4
5
8
0
3

0
2
9
1
0
5
3
5

9
2
5
3
7
4
9
3

7
3
1
2
4
2
1
3

1
　
4
　
5

3
類
薬
匹
異
費
給
嚢
費

弾
療
輕
順
行

船
　
　
　
医
築
　
洋
応

砲
書
醗
三
士

画
業
毅
図
商
｛
更
藩
楠
饗

金
額
は
、
総
計
で
四
一
　
五

〇
五
両
で
あ
っ
て
、
そ
の
内

訳
は
上
表
の
通
り
ぞ
あ
る
が
、

軍
艦
・
商
船
大
小
合
せ
て
七

隻
の
費
用
が
そ
の
大
部
分
を

占
め
て
お
り
、
土
佐
藩
の
憂

事
貿
易
の
性
格
を
端
的
に
示

し
て
い
る
（
「
由
崎
直
之
進
手
録
」
i
平
罵
稿
「
土
佐
商
会
始
宋
」
）
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
費
用
の
金
て
を
h
藩
札
ぞ
買
入
れ
た
国
産
品
の
輸

謁
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
聞
に
外
国

商
人
お
よ
び
長
崎
商
人
か
ら
九
五
、
二
二
七
両
の
借
財
を
の
こ
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
『
佐
々
水
高
行
貰
説
』
i
平
尾
繭
掲
稿
）
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
長
崎
貿
易
の
運
営
の
困
難
さ
を
物
語
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
直
接
的
に
は
貨
幣
資
・
本
蓄
積
の
貧
困
に
基
き
、
こ
の

こ
と
は
さ
ら
に
藩
営
専
売
の
強
化
の
よ
う
な
姑
息
な
手
段
し
か
購
じ

え
な
い
幕
藩
体
制
的
封
建
支
配
自
体
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
限
界
の
中
で
も
、
遇
は
や
単
な
る
武
士
で
は
な
く
経
済
的
才
能

を
も
つ
た
有
能
者
の
従
来
の
身
分
秩
序
を
こ
え
た
重
用
が
必
然
的
に

　
　
　
　
（
註
一
一
）

中
献
っ
て
く
る
。

（
註
一
）
　
た
と
え
ば
、
訳
局
に
お
け
る
英
仏
両
国
語
の
教
授
．
医
局
に
お
け

　
る
酒
洋
医
学
の
奨
励
（
大
町
沖
創
掲
書
一
四
三
頁
．
　
『
餐
千
城
伝
』
九
五

　
頁
）
、
さ
ら
に
は
中
浜
万
次
郎
や
細
入
語
学
教
授
の
開
田
（
平
尾
稿
「
土

　
佐
商
会
始
末
」
・
坂
階
前
掲
書
二
三
五
頁
）
等
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
開

　
明
的
政
策
が
相
並
行
し
て
く
る
。

（
註
二
）
　
地
下
浪
人
出
身
の
岩
崎
弥
太
郎
は
、
吉
田
東
洋
に
起
胴
さ
れ
、
そ

　
の
後
貨
搬
局
に
あ
っ
た
が
、
藩
の
姑
息
な
逮
営
に
反
対
し
て
こ
れ
を
辞
し

　
て
い
た
（
大
町
前
掲
書
皿
四
三
貰
）
。
こ
の
岩
崎
を
慶
応
二
年
に
な
っ
て
後

　
藤
お
よ
び
福
岡
孝
弟
が
無
理
強
い
に
挙
嫁
し
て
貨
殖
局
長
崎
餓
張
所
に
避
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か
せ
て
い
る
（
「
岩
登
弥
太
郎
」
1
稿
本
『
豊
範
公
記
』
）
。
長
病
に
お
け
る

彼
の
活
躍
ぶ
り
は
、
　
「
御
国
許
よ
り
此
蓬
侮
之
物
産
も
御
積
立
に
絹
成
不

肉
・
月
賦
払
金
滞
り
、
当
月
よ
り
来
る
二
月
迄
惣
縮
大
低
十
八
万
両
余
な
り
、

そ
れ
に
何
事
手
宛
も
無
之
、
色
々
方
略
を
案
じ
陽
型
陰
撫
変
化
百
禺
一
同

精
力
を
尽
し
漸
く
商
会
の
形
勢
を
張
り
持
こ
た
へ
居
申
候
」
と
の
彼
の
書

状
（
慶
応
二
年
＝
一
月
附
－
平
尾
前
掲
稿
）
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ

う
。

　
と
こ
ろ
が
以
上
の
べ
た
よ
う
な
開
成
館
政
策
の
展
開
は
、
先
述
の

土
佐
藩
政
の
二
つ
の
方
向
一
開
国
政
策
と
藩
内
議
コ
の
強
化
一

を
、
相
互
矛
盾
に
　
洛
入
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
て
く
る
。
　
一
方
に
お
い

て
は
、
藩
権
力
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
に
た
い
す
る
対
応
体
系
の
確

立
が
、
農
民
層
－
現
象
的
に
は
主
と
し
て
い
ゆ
る
豪
農
商
層
で
あ

ろ
う
～
の
小
ブ
ル
ジ
．
．
ワ
的
発
展
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
た
い
す
る

反
対
運
動
が
激
化
し
、
こ
れ
が
勤
王
美
的
勢
力
に
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
供
給
す
る
か
ら
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、
開
成
館
政
策
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
『
藩
の
商
人
化
』
政
策
に
た
い
す
る
、
封
建
的
道

徳
意
識
の
維
持
を
求
め
る
層
を
し
て
反
擾
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
前
者
に
関
し
て
は
、
第
一
飾
で
の
べ
た
元
治
元
年
に
相
つ
い
で
行

わ
れ
た
勤
王
跳
躍
員
の
歎
願
が
、
全
て
長
崎
貿
易
に
反
対
し
て
い
た
こ

と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
慶
応
期
に
入
っ
て
、
開
成

館
の
建
設
費
屠
お
よ
び
そ
の
遮
融
資
金
を
国
役
普
請
と
し
て
領
民
に

賦
課
し
た
の
に
た
い
し
て
、
領
民
が
こ
れ
に
反
対
し
殆
ん
ど
応
じ
な

い
と
い
う
形
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
（
大
町
前
掲
書
一
閣
四
頁
・
『
佐

々
木
老
侯
昔
日
談
』
三
一
八
頁
・
坂
晦
前
掲
書
二
三
七
頁
）
。
　
こ
れ
は
「
民

心
に
は
庄
屋
名
主
等
も
聯
か
智
識
あ
る
者
は
、
親
も
勤
王
論
な
れ
ば

勤
王
の
為
に
協
得
は
い
か
程
も
出
金
を
周
旋
す
れ
共
、
目
的
も
無
く

商
館
等
新
一
難
し
夫
が
為
｝
に
は
あ
3
べ
て
尽
力
」
　
（
「
佐
々
木
高
行
露
記
」
一

稿
本
『
豊
範
公
記
』
）
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
事
情
は
、

勤
・
王
党
の
活
動
が
弾
圧
さ
れ
て
表
面
的
に
は
衰
え
て
も
、
そ
の
潜
在

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
後
者
に
関
し
て
は
、
守
旧
派
の
動
き
は
も
は
や
表
面
化
し
な
く
な

る
が
、
む
し
ろ
復
古
党
的
勢
力
が
反
対
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
谷
干

城
は
、
　
「
ロ
ハ
利
勘
に
さ
と
き
者
を
才
智
と
し
財
を
運
じ
貨
を
殖
す
る

を
能
と
仕
り
母
様
奉
存
協
、
　
是
は
大
坂
の
町
人
鴻
池
の
亭
主
等
が

番
頭
家
僕
を
召
遣
ふ
術
に
て
固
よ
り
人
臣
君
下
を
駕
御
す
る
道
に
非

ず
」
（
慶
応
元
年
意
見
書
一
『
谷
干
城
遣
稿
』
下
一
二
頁
）
と
主
張
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
商
晶
経
済
の
展
開
に
た
い
す
る
封
建
的
対
応
を
否

定
し
よ
う
と
す
る
意
識
か
ら
の
反
対
は
、
　
「
当
量
被
行
居
峰
御
趣
向

店
を
速
に
御
厳
偏
し
晶
樋
、
威
、
乱
酒
を
は
下
民
へ
御
．
」
与
へ
嬬
一
成
甘
質
慧
蹴
り
に
下
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土佐蕩における討幕運動の展開（池田）

民
の
心
を
上
へ
御
取
向
け
被
成
度
」
と
の
領
罠
の
心
を
収
擬
し
よ
う

と
す
る
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
玉
器
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
三
木
高
行
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

彼
も
開
成
館
建
設
に
反
対
し
て
、
「
其
（
事
忌
強
兵
策
）
ノ
実
行
ヲ
見

ル
職
人
ヲ
倶
阿
ル
ヨ
り
ん
惣
ナ
ル
〈
ナ
シ
」
（
慶
応
元
年
意
見
書
一
前
掲
『
佐

々
木
談
』
三
二
…
頁
）
と
、
先
づ
腐
心
を
牧
携
す
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
開
成
館
政
策
に
た
い
す
る
反
対
は
、
素
朴
な

抑
商
意
識
か
ら
で
て
い
る
竜
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
、

開
成
館
敷
策
に
よ
る
対
応
体
系
が
、
広
汎
な
層
i
と
く
に
豪
農
・

商
層
－
1
一
の
反
対
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
の
反
対
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
藩
領
V
王
的
立
場

よ
り
、
よ
り
広
汎
な
層
を
含
み
こ
む
立
場
へ
の
転
化
が
指
向
さ
れ
て

く
る
。
同
時
に
開
成
館
政
策
自
体
の
漸
し
い
転
化
も
具
体
化
す
る
で

あ
ろ
う
。

三
、
諸
政
派
の
変
貌

　
元
治
期
以
降
新
お
こ
ぜ
組
的
改
革
路
線
は
、
幕
藩
体
制
を
事
実
上

否
定
す
る
方
向
を
示
し
た
勤
王
党
を
圧
倒
し
て
、
土
佐
常
敷
を
開
国

政
簾
∵
藩
内
統
二
の
二
つ
の
方
向
に
指
導
し
た
。
し
か
し
こ
の
方
向

は
、
前
飾
で
の
べ
た
よ
う
な
及
対
を
う
け
て
行
詰
っ
て
し
ま
う
。
領

解
の
国
役
普
請
に
よ
る
御
用
金
賦
課
拒
否
は
、
開
成
館
政
策
を
財
政

的
に
行
詰
ら
せ
る
（
前
掲
書
三
四
五
頁
）
。
　
慶
応
二
年
七
月
後
藤
象
二

郎
が
長
崎
に
赴
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
の
り
き
る
た
め
で

あ
り
（
前
掲
書
三
四
五
頁
．
大
町
前
掲
書
一
四
四
頁
）
、
嗣
時
に
藩
内
の
反

対
か
ら
、
　
「
一
時
刺
繋
を
避
け
」
　
る
た
め
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

（「

ｲ
々
木
高
行
日
記
」
－
稿
本
『
燈
範
富
岡
』
）
。

　
し
か
し
こ
の
後
藤
の
長
崎
出
張
の
前
に
後
藤
は
、
　
「
最
早
此
の
如

き
時
勢
に
蓋
り
て
は
為
す
こ
と
な
し
、
到
底
土
佐
一
国
を
尽
し
、
止

む
な
く
ん
ば
幕
府
と
戦
ひ
之
を
破
る
ま
で
は
一
国
を
焼
土
と
な
す
と

も
厭
は
ざ
る
べ
し
、
然
し
時
未
だ
鋼
ら
ず
、
其
迄
は
船
舶
を
買
入
れ

南
洋
諸
島
を
占
領
し
封
土
を
増
殖
す
る
意
見
」
を
容
堂
。
に
た
い
し
て

の
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
『
史
談
速
記
録
』
1
平
尾
稿
「
土
佐
商
会
始

末
」
。
　
こ
の
よ
う
な
後
藤
の
意
見
は
、
幕
藩
体
制
を
前
提
と
す
る
公

武
合
体
論
的
立
場
が
す
で
に
の
り
こ
え
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
別
稿
（
前
掲
拙
稿
）
で
安
政
改
革
が
、
絶
対
主
義
へ
の
自
己

運
動
の
起
点
で
あ
る
と
の
べ
た
が
、
安
政
改
革
自
体
に
は
権
力
の
全

国
的
統
一
が
具
体
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
右
の
後
藤
の
意
見

に
は
、
倒
幕
へ
の
指
向
が
明
確
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
安
政
改
箪
路
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線
と
幕
藩
体
制
一
と
く
に
幕
府
の
支
配
一
と
の
矛
盾
が
激
化
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
公
武
合
蒔
蓮
動
も
完
全
に
破
綻
…
た
と

ば
元
治
元
年
二
月
の
参
与
会
議
解
体
を
懇
起
せ
よ
…
し
て
お
り
、
し
か
も

慶
応
二
年
忌
夏
に
は
、
第
二
次
署
長
戦
の
敗
北
か
ら
幕
府
の
権
威
は

金
く
地
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
金
嵩
的
な
動
向
を
背
景
に
、
新
お
こ
ぜ
組
は
そ
の
佐

幕
的
態
度
を
脱
却
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
元
治
期
以
降
の
土
佐
藩
政

の
二
つ
の
方
向
は
、
…
開
成
館
は
「
皇
国
を
保
護
」
、
す
る
た
め
に
建
設

し
た
の
で
あ
る
と
の
容
堂
の
主
張
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
従
来

の
幕
藩
体
制
を
克
服
す
る
方
向
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
れ
が
こ
の
時
期
に
明
確
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
後
藤
は
、
最
後
に
は
幕
府
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

’
「
富
国
一
強
兵
を
以
て
尊
王
の
要
素
』
（
長
蒔
に
お
け
る
発
喬
一
『
谷
干
披

　
　
　

造
稿
』
上
縢
○
頁
）
と
す
る
意
見
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

　
　
（

し
て
脱
藩
勤
王
党
員
坂
本
暴
馬
と
の
会
談
を
求
め
、
こ
れ
を
保
護
し

よ
う
と
さ
え
す
る
に
至
っ
た
　
（
『
坂
本
龍
馬
関
係
丈
書
』
⇔
二
面
二
頁
・

坂
崎
前
掲
書
一
一
三
七
頁
）
。
　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
あ
き
ら
か
な
よ

う
に
、
安
政
改
革
に
お
け
る
藩
体
制
の
転
換
、
す
な
わ
ち
幕
藩
領
主

的
内
揚
に
た
っ
た
蜜
国
強
兵
策
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
藩

体
制
を
克
服
す
る
方
向
へ
と
転
回
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
直
ち
に
討
幕
一
王
政
復
古
論
に
発
展
す
る
の
で
は
な
い
が
、
統
一

国
家
を
前
提
に
す
る
藩
の
強
化
一
後
述
す
る
討
幕
派
の
『
藩
』
論
と
類
似

し
て
く
を
一
を
通
じ
て
、
　
安
政
改
革
派
的
公
武
合
体
論
的
政
治
路
線

i
新
お
こ
ぜ
組
の
立
場
1
が
克
服
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
と
並
行
し
て
、
意
識
的
に
は
開
成
館
政
策
に
反
対

し
て
い
た
復
古
党
費
勢
力
が
、
事
実
上
そ
れ
を
認
め
る
方
向
へ
と
変

貌
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
佐
々
木
は
前
出
の
意
見
書
の
な
か
ぞ
、
「
海

陸
軍
充
嵐
栄
ユ
至
ル
コ
ト
二
二
不
嘗
田
バ
鮎
駈
ハ
ズ
、
故
二
国
里
ヲ
懸
ハ
シ
四

方
二
交
易
シ
テ
利
ヲ
得
ル
コ
ト
今
日
ノ
急
務
ナ
リ
ト
、
地
・
刀
ヲ
尽
シ

商
業
ヲ
以
テ
四
方
二
交
易
ス
ル
コ
ト
勿
論
急
務
ナ
リ
」
と
の
べ
、
谷

ぞ
さ
え
竜
「
愚
臣
の
鴬
野
は
海
軍
は
洋
式
御
必
用
難
壁
」
と
の
べ
て

い
る
。
し
か
し
彼
ら
の
開
成
館
政
策
に
た
い
す
る
事
実
上
の
容
認
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
譲
）

い
わ
ば
尊
王
論
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

安
政
期
に
お
い
て
は
封
建
的
道
徳
意
識
の
維
持
強
化
の
腰
揚
か
ら
抑

商
主
義
を
脱
却
し
え
ず
新
お
こ
ぜ
組
と
分
裂
し
て
い
っ
た
復
古
党
的

勢
力
が
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
は
事
笑
上
算
当
主
義
を
税
曝
し
つ
つ

あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
註
）
　
佐
々
木
は
「
天
幕
（
朝
廷
と
幕
府
）
ノ
間
二
心
盤
」
す
る
こ
と
を
や
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め
て
、
　
「
国
是
御
一
定
」
の
必
要
、
す
な
わ
ち
、
藩
論
を
尊
王
論
で
間
め

る
こ
と
を
先
決
冊
閻
題
と
し
、
谷
は
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
「
万
余
の
戦
卒
」

一
農
商
か
ら
神
職
。
出
家
。
山
伏
に
至
る
迄
の
組
織
を
作
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。
こ
の
尊
王
論
の
徹
底
に
お
い
て
、
丈
久
類
…
の
尊
搬
蹴
派
的
主

政
復
三
論
と
同
一
に
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
幕
府
反
対
を
通
じ
て

幕
藩
体
鋼
克
服
の
方
陶
を
意
議
し
て
も
母
体
鋼
否
定
の
方
向
は
決
し
て
提

起
し
え
な
か
っ
た
で
あ
る
う
。
そ
れ
よ
り
も
囲
成
館
政
策
の
纂
実
上
の
容

認
が
具
体
化
し
て
き
た
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
復
古
巌
兄
系
の
開
成
館
政
策
容
認
は
、
尊
王
の
た
め
の
富
国
強
兵
策

推
進
か
ら
必
然
的
に
で
て
く
る
帰
結
で
あ
っ
た
。
　
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
｝
月
後
藤
と
共
に
上
海
に
渡
っ
た
谷
干
城
は
、
　
こ
の
闇
に
素

朴
な
一
子
主
義
を
放
棄
し
、
後
藤
に
同
調
す
る
。
そ
の
た
め
藩
内
か

ら
「
変
説
の
下
略
」
を
隔
る
に
至
っ
た
（
『
谷
干
城
遣
稿
』
仕
四
〇
頁
）
。

「
三
二
九
日
天
晴
支
度
后
英
人
手
引
に
て
洋
鉄
所
。
造
船
揚
・
製
砲

一
二
π
見
粥
物
致
、
ず
」
（
「
長
崎
及
上
海
行
日
記
」
i
前
掲
書
窓
三
八
九
頁
）
・
と
、

西
欧
の
進
歩
し
た
技
術
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
な
ら
ば
、
素
朴
な
嬢

夷
論
を
捨
て
開
成
館
政
策
を
容
認
す
る
に
至
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
復
古
党
系
の
転
回
は
、
彼
ら
と
薪
お
こ
ぜ

組
と
の
同
調
を
可
能
に
し
て
く
る
。
佐
女
木
高
行
は
、
　
「
小
八
木
派

（
守
門
派
）
は
門
地
家
多
く
さ
れ
ど
吉
田
派
（
斬
お
こ
ぜ
緯
）
と
は
兎
角

不
熟
な
り
、
右
二
派
一
隠
に
合
体
し
て
勤
王
家
を
圧
し
芸
事
あ
り
た

れ
ば
、
此
上
爾
派
文
女
合
し
協
時
は
大
破
裂
に
至
る
へ
し
、
早
く
吉

田
派
と
勤
王
家
と
歩
み
扇
動
て
相
語
ら
ひ
峰
は
、
大
に
雪
行
可
申
と

野
比
」
へ
た
と
、
両
派
の
同
盟
を
慶
応
二
年
の
夏
頃
か
ら
画
策
し
て

く
る
の
で
あ
る
（
「
佐
々
木
高
行
日
記
」
…
稿
本
『
三
婆
公
記
』
）
。
後
年
に

な
っ
て
大
江
卓
が
、
佐
々
木
・
谷
風
が
勤
王
派
と
し
て
は
、
　
「
一
時

随
分
曖
昧
の
態
度
で
あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
聞
の
事

情
を
示
す
も
の
ぞ
あ
ろ
う
（
穣
旧
談
」
土
佐
皮
壇
九
号
ニ
ハ
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
闇
に
、
勤
王
党
自
身
も
藩
外
に
あ
っ
た
指
導
的
分

子
が
、
尊
壌
激
派
的
王
政
復
古
論
を
脱
却
し
は
じ
め
る
。
ま
ず
最
初

は
中
岡
慎
太
郎
の
場
合
を
取
上
げ
よ
う
。
大
庄
屋
禺
身
の
屯
つ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

典
型
的
な
勤
王
党
員
で
あ
っ
た
彼
は
、
禁
門
の
変
に
参
掴
し
、
そ
の

敗
北
後
「
涙
を
か
か
へ
て
沈
黙
す
べ
し
」
と
在
島
の
同
志
に
書
送
っ

て
い
る
（
本
稿
八
頁
）
。
尊
穣
激
派
的
王
政
復
古
論
の
行
わ
れ
が
た
い

こ
と
を
痛
切
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
。

（
註
）
　
中
岡
は
、
安
芸
郡
北
廻
郷
の
大
庄
履
の
家
に
生
れ
、
安
政
四
年
わ
ず

　
か
二
〇
歳
で
大
庄
屋
見
習
と
な
る
が
（
尾
崎
前
掲
書
三
四
買
）
、
そ
の
翌
年

　
の
大
地
震
の
被
窪
を
う
け
た
三
関
を
救
う
た
め
、
他
の
庄
屋
と
共
に
、
藩

　
に
た
い
し
て
金
穀
の
救
惟
を
要
求
し
て
い
る
（
尾
銀
製
播
書
四
五
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
彼
の
行
動
は
、
別
稿
（
「
天
保
改
革
論
の
再
検
討
」
豊
本
史
研
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究
三
一
号
）
で
の
べ
た
天
保
期
の
庄
屋
同
盟
的
政
治
意
識
の
具
体
的
存
在

　
形
態
で
あ
ろ
う
。
彼
は
勤
王
党
結
、
灰
後
こ
れ
に
霞
ち
に
参
加
、
そ
の
後
武

　
三
二
山
に
指
導
さ
れ
て
活
躍
、
丈
久
三
年
に
は
徒
臼
付
に
任
命
・
さ
れ
る
。

　
吉
村
寅
太
郎
は
、
　
こ
の
こ
と
を
』
「
有
志
の
止
笑
す
る
所
に
て
」
　
と
冷
笑

　
し
て
い
る
が
（
平
尾
『
陸
物
隊
始
末
記
』
憲
七
頁
）
、
こ
の
中
岡
と
吉
村
の

　
相
違
は
、
た
ん
な
る
戦
術
的
な
相
違
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
は
先
述
の
逓

　
り
で
あ
る
。
吾
々
は
、
　
「
中
岡
は
武
市
派
の
正
系
也
」
　
（
大
町
蘭
掲
書
　

　
五
九
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
を
も
つ
と
も
典
型
的
な
勤
王
党

　
員
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
痛
切
な
認
識
の
の
ち
、
長
州
尊
書
派
の
敗
北
と
再
起
を
目
の

あ
た
り
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
方
向
を
見
出
し
て
く
る
。

中
岡
は
、
丈
久
末
年
か
ら
慶
応
期
に
か
け
て
の
目
ま
ぐ
る
し
い
政
情

の
激
変
の
渦
申
に
あ
り
、
そ
の
中
で
体
得
し
た
」
新
し
い
方
向
を
慶
応

元
年
の
暮
に
執
筆
し
た
『
時
勢
論
』
　
（
平
尾
前
掲
書
　
五
五
頁
）
に
お

い
て
ま
と
め
て
い
る
。
彼
が
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
の
は
、
e
富
国

強
兵
策
の
推
進
、
口
天
皇
へ
の
権
力
の
集
中
の
二
点
で
あ
っ
た
。

　
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
　
「
護
国
強
兵
と
云
ふ
も
の
は
戦
の
一
字
に

あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
、
そ
の
本
質
が
象
微
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
、
　
「
丑
年
（
嘉
永
六
年
）
以
来
天
下
を
救
う
者
は
悉
く
暴
客
の

大
功
也
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ペ
リ
ー
来
航
以
来
は
げ
し
く
な

っ
た
豊
中
運
動
の
徹
底
を
そ
の
大
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
柱
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
い
で
彼
は
、
　
「
自
今
以
後
天
下
を
興
さ
ん

考
は
必
ず
薩
長
な
る
べ
し
」
と
、
薩
・
長
旧
藩
の
元
治
期
以
降
の
富

国
強
丘
ハ
策
…
を
具
体
的
に
の
べ
て
こ
れ
を
高
く
評
構
…
し
、
こ
れ
を
7
全

く
戦
争
の
功
」
に
帰
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
幕
府
や
外
国
に
抵
抗
す

る
「
暴
客
」
H
麻
殻
激
派
的
勢
力
に
よ
る
藩
権
力
の
掌
握
を
、
富
国

強
兵
策
推
進
の
大
前
提
に
し
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。
こ
の
前
提
の
上
に

立
っ
て
、
彼
は
素
朴
な
擁
夷
論
を
す
て
、
薩
・
画
塾
藩
の
ご
と
く
洋

式
軍
備
に
よ
る
富
国
強
兵
の
推
進
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ

　
か
ら
彼
の
主
張
す
る
富
国
瞼
兵
策
は
、
新
お
こ
ぜ
組
の
揚
合
の
よ
う

、
な
幕
藩
領
主
冊
立
揚
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
第
二
点
の
天
皇
へ
の
権
力
の
集
申
一
王
政
復
古
論
は
、
文
久
期
に

み
ら
れ
た
心
証
激
派
の
草
葬
堀
起
論
的
王
政
復
古
論
と
は
、
大
き
く

変
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
、
「
封
建

　
の
勢
」
に
は
、
　
「
議
論
謡
扇
各
異
な
り
国
体
藪
に
於
て
や
立
た
」
な

　
い
「
害
あ
る
所
」
と
、
　
「
他
日
国
体
を
立
て
外
夷
の
軽
侮
を
絶
つ
竜

亦
此
の
最
寄
（
薩
・
長
両
藩
）
に
基
く
な
る
べ
し
、
二
又
封
建
の
天
下

に
功
あ
る
処
篇
と
、
封
建
制
に
は
利
害
相
反
す
る
両
側
面
が
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
王
政
復
古
論
の
土
台
に
は
、
こ
の
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考
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

文
久
期
の
王
政
復
古
論
は
、
藩
体
制
か
ら
阻
外
さ
れ
た
勢
力
の
単
純

な
幕
藩
体
制
否
定
論
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
中
岡
が
主

張
す
る
王
政
復
古
論
は
、
薩
・
長
両
三
に
お
け
る
よ
う
な
富
国
強
兵

策
を
内
容
と
す
る
「
自
国
取
堅
め
申
す
論
」
（
拙
稿
「
尊
王
と
擾
夷
」

臼
本
歴
史
講
座
四
巻
一
九
八
頁
参
照
）
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
『
藩
』
を

土
台
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
文
久
期
の
場
合
の
よ
う
に
幕

藩
権
力
に
よ
っ
て
簡
単
に
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
か
つ
て
は
自
ら

を
阻
外
し
た
藩
体
制
を
、
幕
藩
体
制
克
服
の
た
め
の
土
台
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
政
治
路
線
実
現
の
た
め
の
現
実
的
な
『
カ
』
が

あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
あ
く
ま
で
も
『
藩
』
を
土
台
に
し
ょ
う
と
す
る
王
政

復
古
論
は
、
文
久
期
の
勤
王
党
の
行
動
に
即
自
的
に
内
包
さ
れ
た
反

封
建
性
を
失
わ
せ
る
。
　
『
藩
』
を
土
台
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
封

建
的
支
配
者
の
立
場
が
前
面
に
押
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
封
建
的
支
配
者
の
立
場
は
、
決
し
て
幕
藩
領
主
的
な
そ
れ
で

は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
土
佐
磁
場
身
で
あ
る
に
竜
か
か
わ
ら

ず
、
土
台
と
し
て
考
え
て
い
る
『
藩
』
は
薩
。
長
濁
江
で
あ
っ
た
。

藩
閥
酌
y
な
対
立
意
識
が
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
拡
、

彼
が
坂
本
龍
馬
と
共
に
薩
長
同
盟
を
画
策
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
あ

き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
彼
の
場
合
の
『
藩
』
は
、
統
一
国
家

H
絶
対
・
主
義
形
成
の
槻
…
点
に
な
り
う
る
『
カ
』
で
あ
っ
て
、
島
津
家

や
毛
利
家
を
中
心
に
す
る
本
来
的
な
藩
論
紐
で
は
決
し
て
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
が
幕
藩
体
制
を
否
定
し
た
砂
嵐
集
権
国
家
を
ど
の
程

度
考
え
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
『
藩
』
論
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
転
化
す
る
の
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
二
つ
の
主
張
は
、
翌
年
一
〇
月
に
畿
鳳
か
れ
た
『
｛
縞
か
に
示

知
己
論
』
　
（
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
九
七
一
頁
）
に
お
い
て
さ
ら
に
具
体

化
し
て
く
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
の
派
遣
・
海
外
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

易
の
推
進
・
洋
式
軍
備
の
整
備
を
彼
は
主
張
す
る
。
第
二
の
点
は
、

幕
府
が
自
ら
．
「
政
権
を
朝
廷
に
返
上
し
…
…
…
一
大
諸
侯
と
な
り
永

久
の
基
を
漏
た
て
る
こ
と
に
よ
り
権
力
の
統
一
を
は
か
ろ
う
と
す
る

大
政
奉
還
論
ぞ
あ
っ
た
。

（
註
）
　
「
菓
の
撰
夷
の
策
は
、
今
目
深
く
外
夷
と
結
ぶ
に
在
り
」
と
し
て
膚

　
の
政
策
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
一
月
に
敦
筆
さ
れ
た
『
軍

　
制
改
革
論
』
　
（
平
尾
前
掲
書
一
七
八
頁
）
は
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
具
体
的

　
に
の
べ
て
い
る
。
陸
軍
に
関
し
て
は
、
　
「
御
国
中
｝
円
銃
砲
隊
に
な
し
、

　
御
馬
廻
以
下
家
来
紅
血
紹
に
至
る
迄
（
藩
の
重
役
を
除
く
家
臣
全
員
を
意
味

　
す
る
）
砦
一
様
の
兵
制
篇
に
す
る
こ
と
、
　
「
大
砲
小
銃
共
世
界
第
一
等
の
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利
器
」
を
求
め
る
こ
と
等
を
・
王
駕
し
て
い
る
ひ
ま
た
海
軍
に
つ
い
て
ば
、

「
船
の
仕
法
肝
要
な
る
故
に
、
大
坂
辺
の
豪
商
と
結
び
洋
商
公
会
の
W
舐
に

習
ひ
商
会
を
結
び
、
下
関
大
坂
長
崎
上
海
香
港
等
へ
そ
の
局
内
の
者
を
だ

し
、
大
に
国
慰
を
養
ひ
た
ら
ば
海
軍
の
助
に
な
る
べ
し
」
と
説
い
て
い
る
。

　
以
上
の
べ
た
申
岡
慎
太
郎
の
『
藩
』
論
は
、
最
初
に
の
べ
た
「
暴

客
」
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
幕
藩
領
主

的
立
場
か
ら
ぞ
は
な
い
植
民
地
化
の
危
機
に
た
い
す
る
民
族
主
義
的

欝
竃
つ
皇
警
よ
つ
菱
え
え
て
い
き
と
窪
意
し
な

．
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
新
お
こ
ぜ
組
の
場
合
と
は
異
っ
た
立

場
に
た
つ
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
尊
穣
運
動
が
も
っ
た
階
級
的

基
盤
を
そ
の
ま
ま
撃
つ
ぐ
こ
と
を
可
能
に
す
る
ぞ
あ
ろ
う
。

（
註
）
　
中
岡
は
素
朴
な
嬢
夷
論
か
ら
脱
却
し
た
が
、
決
し
て
開
国
論
者
と
同

　
曝
し
た
わ
け
で
は
」
な
い
。
開
国
論
者
の
い
う
よ
う
に
、
　
「
公
法
」
に
よ
つ

　
て
平
和
的
に
外
醗
と
交
際
し
て
も
、
　
「
若
し
～
大
強
国
起
」
る
な
ら
ば
、

　
　
「
公
法
も
霞
然
廃
し
忽
ち
小
弱
の
憂
と
な
る
べ
し
」
と
彼
は
、
王
聴
し
て
い

　
る
（
『
麟
か
に
示
知
己
論
』
）
。
　
こ
の
こ
と
は
、
文
久
期
の
尊
爵
亀
繭
が
も
つ

　
た
鼻
元
主
義
的
傾
向
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
他
方
全
量
的
な
権
力
統
一
を
課
題
と
す
都
『
藩
』
論
で
あ
っ
て
み

れ
ば
、
そ
の
冨
国
強
兵
策
の
推
進
は
、
全
国
的
な
貨
…
幣
経
済
掌
握
を

要
請
す
る
ぞ
あ
ろ
う
。
先
斗
の
「
大
坂
辺
の
豪
商
と
結
び
…
：
・
…
」

の
意
見
は
、
直
接
的
に
は
軍
事
的
な
要
講
か
ら
で
て
い
る
に
し
て
も
、

特
権
盛
大
商
業
資
本
と
の
結
合
が
、
　
『
藩
』
論
推
進
に
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
藩
』
論
の
墓
礎
に
な
っ
た
尊
擾
論

に
、
幕
藩
権
力
の
商
業
資
本
に
た
い
す
る
妥
協
的
性
格
に
た
い
す
る

抵
抗
意
識
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
　
『
藩
』
論
の

な
か
に
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
『
藩
』
論
を
指
導
理

論
と
す
る
討
幕
運
動
に
、
尊
擁
運
動
と
は
異
っ
た
階
級
的
本
質
を
与

え
る
ぞ
あ
ろ
う
。
と
岡
時
に
、
絶
対
主
義
形
成
の
条
件
を
さ
ら
に
具

体
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
申
岡
の
『
藩
』
論
お
よ
び
大
商
業
資
本
と
の
結
合
の

方
向
は
、
高
知
城
下
の
町
人
郷
士
出
身
の
坂
本
龍
馬
に
お
い
て
も
同

様
に
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
彼
は
、
勤
王
党
結
成
後
直
ち
に
こ
れ
に

参
加
す
る
が
、
他
の
党
員
と
は
異
り
早
く
か
ら
直
系
朴
な
穣
夷
主
義
を

　
　
　
　
（
註
）

捨
て
て
い
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
町
人
的
性
格
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
町
人
的
性
格
が
、
「
朝
廷
よ
り
神
州
を
た
も
つ
の
大
本

を
た
て
」
（
丈
久
三
年
六
月
附
書
状
…
『
坂
本
龍
馬
関
係
丈
書
』
e
八
三
頁
）

と
、
神
州
一
白
本
を
優
位
に
お
こ
う
と
す
る
民
族
主
義
的
傾
向
を
早

く
か
ら
彼
に
与
へ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
　
『
社
申
』
お
よ
び

そ
の
発
展
と
し
て
の
『
海
門
隊
』
に
お
け
る
活
動
が
、
彼
の
中
心
的
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活
動
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
ひ

（
註
）
　
彼
は
早
く
か
ら
藤
家
河
田
小
龍
の
開
團
論
の
影
郷
冨
を
う
け
、
脱
蕪
…
後

　
は
開
国
論
者
勝
海
舟
の
下
で
活
躍
す
る
。
だ
か
ら
彼
は
、
尊
擾
澱
派
の
よ

　
う
な
単
純
な
行
動
に
は
走
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
丈
久
一
諜
年
五
月
の
下

　
関
事
件
を
「
長
の
軽
挙
事
を
誤
り
た
る
罪
」
と
判
断
し
て
お
り
（
『
坂
本
龍

　
馬
関
係
別
書
』
e
八
八
頁
）
、
　
ま
た
連
年
六
月
の
長
州
藩
士
の
老
中
小
笠

　
原
長
行
襲
盤
・
計
画
を
押
え
て
い
る
（
晶
濯
掲
書
八
二
頁
）
。
　
幕
翫
大
久
保
∵
思

　
寛
が
、
彼
を
　
「
大
道
胃
解
入
日
」
　
と
評
価
し
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る

　
　
（
前
掲
書
六
八
頁
）
。
　
し
か
し
彼
は
、
新
お
こ
ぜ
組
あ
る
い
は
公
武
合
体

　
論
的
立
場
に
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
「
　
人
の
力
で
天
下
を
動

　
か
す
べ
き
」
　
（
丈
久
三
年
穴
月
附
書
状
…
裾
減
配
八
三
頁
）
と
の
べ
て
い

　
る
い
る
よ
う
に
、
尊
擾
薇
派
政
治
路
線
と
共
通
の
も
の
を
も
っ
て
い
た
の

　
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
大
道
可
解
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
抽
象

　
的
な
尊
王
嬢
夷
的
大
義
名
分
論
に
流
さ
れ
な
い
、
現
実
的
感
覚
を
も
つ
て

　
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
が
町
入
罎
身
で
あ
る
と
い
う

　
階
級
的
性
格
に
も
と
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
彼
は
、
「
遮
輸
・
射
利
・
開
拍
・
投
機
・
本
藩
ノ
応
援
」
　
（
「
海
援

隊
約
規
」
i
前
掲
書
飼
二
五
二
頁
）
を
申
心
任
務
と
す
る
海
援
隊
の
活
動

を
続
け
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
克
服
の
方
向
を
模
索
し
て
い
く
。
そ
の

中
で
「
一
人
の
力
で
天
下
を
動
か
」
そ
う
と
す
る
態
度
を
脱
却
し
て
、

「
私
一
天
に
て
五
百
人
や
七
百
人
の
人
を
撃
て
天
下
の
為
す
る
よ
り

二
十
四
万
石
（
土
佐
藩
の
石
高
）
を
立
て
天
下
一
国
｛
菰
の
酬
い
為
致
す
が
甚

よ
ろ
し
く
し
（
慶
応
三
年
六
月
附
書
状
…
前
掲
書
の
三
〇
圏
頁
）
と
の
方
慮

を
提
起
す
る
に
至
る
。
こ
の
コ
一
十
四
万
期
し
す
な
わ
ち
土
佐
藩
を

土
台
に
し
て
、
「
天
下
国
家
の
御
為
致
す
」
と
い
う
意
識
は
、
ま
さ

し
く
先
述
し
た
中
岡
の
『
藩
』
論
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
中
岡
の
『
藩
』
論
が
、
い
わ
ば
彼
の
い
う
『
戦
』
を
通
じ
て
提

起
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
坂
本
の
場
合
の
『
二
十
四
万
石
』
の
論

理
は
、
社
中
・
や
海
援
隊
の
活
動
を
通
じ
て
体
得
し
て
き
た
貨
幣
経
済

の
全
国
的
な
把
握
の
方
向
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
藩
体
制
克
服
の
政
治
路
線

が
、
申
岡
と
一
様
で
あ
り
な
が
ら
も
、
権
力
奪
取
の
実
践
に
お
い
て
、

彼
の
場
合
は
申
岡
よ
り
妥
協
的
な
性
格
…
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
）

後
藤
と
簡
単
に
同
調
し
て
い
く
の
も
、
こ
の
よ
う
な
点
に
基
く
と
考

え
ら
れ
る
。

（
註
）
　
彼
は
後
藤
を
、
　
「
実
二
同
志
二
而
人
の
た
ま
し
い
も
志
も
土
佐
国
運

　
で
外
ニ
　
ハ
の
め
る
特
需
い
と
存
候
」
　
（
慶
応
一
二
年
論
語
月
縢
…
壷
雪
上
一
瀞
剛
掲
勲
M
⇔
）
ご
｝

　
〇
三
頁
）
と
推
称
し
て
い
る
。

　
以
上
の
べ
た
中
岡
と
坂
本
の
方
向
こ
そ
が
、
文
久
三
年
以
来
弾
圧

さ
れ
て
い
た
勤
王
党
的
勢
力
が
提
起
し
た
新
し
い
方
向
で
あ
る
。
し

か
し
、
勤
王
党
的
勢
力
の
全
て
が
、
こ
の
よ
う
な
転
回
を
示
し
た
の
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で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
部
の
先
進
的
分
子
の
み
に
お
い
て
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
議
し
い
方
向
は
、
か
つ
て
の
勤
王
党
的
政
治
路
線
と
は
、

そ
の
能
動
形
態
に
お
い
て
も
ま
た
階
級
的
性
格
に
お
い
て
も
、
非
常

な
相
違
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
改
革
派
同
盟
」
的
性

格
の
喪
失
で
あ
る
ど
い
え
よ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
一
部
の
先
進
分

子
と
他
の
勤
王
党
的
勢
力
と
の
間
に
対
立
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
く
る

の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、
幕
末
に
お
い
て
は
、
ま

だ
表
面
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
勤
王
党
的
勢
力
と
層
雲
主
流
と

の
聞
に
も
妥
協
が
成
立
し
て
く
る
。
こ
れ
が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

四
月
の
海
芋
隊
お
よ
び
陸
援
隊
の
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
崎
へ

き
た
福
岡
孝
弟
が
、
嗣
地
に
滞
在
申
で
あ
っ
た
後
藤
と
栢
美
し
て
組

織
さ
れ
た
・
も
の
で
あ
っ
た
（
平
尾
『
陸
尺
葭
生
宋
』
二
一
六
頁
。
『
坂
本
龍

馬
関
係
良
書
』
e
二
五
一
貢
）
。
海
援
隊
は
黒
崎
官
の
、
陸
援
隊
は
爵
京

官
の
統
制
に
一
応
服
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
藩
か
ら
は
独
立
し
た

組
織
ぞ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
海
。
陸
援
隊
と
藩
と
の
関
係
は
、
ま

さ
し
く
勤
野
党
的
勢
力
と
藩
庁
主
流
と
の
関
係
を
如
実
に
反
映
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

四
　
大
政
奉
還
と
武
力
討
幕

　
安
政
期
以
降
明
確
に
な
っ
て
き
た
土
佐
藩
に
お
け
る
諸
政
派
は
、

元
治
元
年
か
ら
熱
感
二
年
に
か
け
て
、
諸
状
勢
に
影
響
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
立
揚
か
ら
、
幕
藩
体
制
の
克
服
。
権
力
の
全
国
的
統
一
の
方
向

を
提
起
し
は
じ
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
慶
応
三
年
に
入
っ
て
、
大

政
奉
還
お
よ
び
武
力
討
幕
の
二
つ
の
政
治
方
針
と
し
て
具
体
化
し
て

く
る
。

　
大
政
奉
還
論
は
、
す
で
に
慶
応
二
年
八
月
に
、
坂
本
龍
馬
が
提
起

し
て
お
り
（
『
坂
本
龍
馬
関
係
贋
書
』
e
二
二
三
頁
）
、
申
岡
慎
太
郎
も
先

述
の
よ
う
に
、
同
一
〇
月
の
『
籍
か
に
示
知
己
論
』
に
お
い
て
提
起

し
て
い
た
。
こ
れ
は
坂
本
が
、
越
前
前
藩
主
松
平
春
岳
を
通
じ
て
、

こ
と
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
幕
藩
体
制
の

秩
序
を
一
応
前
提
に
し
、
そ
れ
を
な
し
崩
し
的
に
あ
る
い
は
平
和
的

に
克
服
し
よ
う
と
ナ
る
方
向
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
前
飾
で
の

べ
た
廿
里
と
坂
本
と
の
忌
違
か
ら
考
え
て
、
こ
の
大
政
奉
還
論
は
、

坂
本
龍
馬
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
見
や
す
い

道
理
で
あ
る
b
こ
の
大
政
奉
還
論
が
、
土
佐
藩
に
お
け
る
七
夕
体
制

克
服
の
政
治
プ
ラ
ン
と
な
っ
た
の
は
ま
さ
し
く
坂
本
と
後
藤
と
が
同

調
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
己
の
澗
題
は
、
両
者
が
最
初
に
会
談
し
た
慶
応
一
二
年
二
月
か
ら
提
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起
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
化
し
た
の
は
、
慶
応
三
年
六
月

上
旬
長
綺
か
ら
後
藤
と
共
に
上
京
し
た
船
中
で
、
坂
本
が
提
起
し
た

い
わ
ゆ
る
『
船
艦
八
策
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
平
和
の
う
ち

に
幕
藩
体
制
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
方
向
一
幕
府
を
も
含
め
た
列

藩
会
議
体
制
へ
の
一
は
、
後
藤
ら
が
入
京
し
た
翌
旨
（
六
月
｝
四
臼
）

直
ち
に
藩
論
と
し
て
決
定
し
た
の
で
あ
る
（
『
行
々
筆
記
』
史
鱗
雑
纂

五
巻
四
五
九
頁
）
。
　
こ
の
よ
う
に
坂
本
の
『
船
中
華
華
』
を
、
藩
庁
主

流
が
直
ち
に
受
い
れ
た
の
は
、
す
で
に
討
幕
の
密
約
が
薩
・
里
国
藩

に
か
わ
さ
れ
、
そ
の
準
備
が
進
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
、
次
の
二
つ
の
意
味
を
も
つ
て
い
た
。
ま
ず
第
一
に
僻
達
宗
城

は
、
後
藤
が
大
政
奉
還
論
を
推
進
す
る
の
を
「
土
州
藩
の
今
迄
の
不

評
判
を
饗
し
た
し
と
い
ふ
謀
計
」
で
あ
る
と
判
断
し
、
翌
翌
久
光
も

こ
の
意
見
に
同
調
し
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
点
で
あ
る
（
『
鶴
鳴
余

韻
』
下
一
一
〇
頁
）
。
す
な
わ
ち
幕
藩
体
制
の
克
服
に
あ
た
っ
て
、
薩
・

長
両
藩
に
た
い
し
て
主
導
権
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
藩
閥
的
な
対
立

意
識
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
二
に
は
、
藩
庁
主
流
が
薩
・
長
の
討
幕
論

に
た
い
し
、
こ
れ
を
私
闘
と
し
て
非
難
し
「
幕
蔚
ハ
不
可
恐
万
世
ノ

公
論
不
恐
ニ
ハ
不
可
有
、
且
夷
秋
ノ
大
意
眼
前
ニ
ア
リ
笑
ユ
危
急
存

亡
ノ
秋
也
…
…
…
然
ル
ニ
一
度
兵
ヲ
発
地
二
動
カ
ス
時
ハ
皇
国
忽
瓦

解
倒
乱
外
夷
ノ
術
申
二
入
ン
、
是
皇
国
ノ
為
二
不
取
所
也
L
（
「
寺
村

左
膳
手
記
」
1
『
維
薪
臼
乗
纂
輯
』
四
七
五
頁
）
と
書
い
て
い
る
点
で
あ

る
。
あ
き
ら
か
に
彼
ら
は
、
「
瓦
解
倒
乱
」
を
恐
れ
て
い
た
。
内
戦
に

よ
っ
て
封
建
的
支
配
そ
れ
蘭
学
が
根
底
か
ら
く
つ
が
え
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
す
る
恐
怖
感
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
妥
協
的
な
幕
藩
…
体
剃
克
服

の
方
「
向
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
慶
応
二
。
｛
二
年
の
封
建
的
支
配
を

根
底
か
ら
変
革
す
る
人
民
の
超
越
的
状
勢
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多

く
の
論
難
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
新
お
こ
ぜ
組
の
政
治
路
線
が

先
述
の
よ
う
な
変
貌
を
示
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
彼
ら
の
階
…
級
的

基
盤
を
拡
大
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な

く
彼
ら
の
政
策
は
、
安
政
改
箪
・
以
来
一
賀
し
て
多
く
の
階
…
瀬
か
ら
攻

撃
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
佐
幕
的
態
度
を
脱
却
し
た
と

こ
ろ
で
無
駄
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
｝
、
彼
ら
に
は
、
大
政
奉
還
論
に
み

ら
れ
る
平
和
的
に
幕
藩
体
制
を
克
服
し
統
一
的
な
封
建
支
配
且
絶
対

主
義
を
指
向
す
る
以
外
に
は
方
法
が
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
彼
ら
が
大

政
奉
還
を
推
進
す
る
基
本
的
な
要
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
彼
ら
は
、
こ
の
大
政
奉
還
を
…
雛
進
ず
る
た
め
に
深
刻
な
努

力
を
つ
づ
け
る
。
そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
彼
ら
は
、
一
方
で
は

す
ぞ
に
結
成
さ
れ
て
い
た
武
力
討
幕
派
を
、
他
方
で
は
旧
来
の
佐
幕
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（
註
）

的
藁
蕎
を
墨
守
す
る
守
旧
派
を
、
そ
れ
ぞ
れ
牽
制
し
な
が
ら
、
　
一
〇

月
一
四
顕
幕
府
に
大
政
奉
還
を
受
い
れ
さ
せ
る
迄
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
時
に
は
、
す
で
に
討
・
幕
の
密
勅
が
薩
・
長
袖
藩
に
下

り
、
土
佐
討
幕
派
も
こ
れ
と
露
盤
し
て
お
り
（
『
維
新
土
佐
尊
王
史
』
一

〇
四
五
頁
）
、
彼
ら
の
努
力
は
全
く
空
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

（
識
）
　
一
＝
β
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
小
八
木
五
兵
衛
等
守
旧
派
三
三

　
名
が
、
藩
庁
に
た
い
し
て
、
大
致
奉
還
。
武
力
討
幕
の
両
方
に
反
対
す
る

　
意
見
書
を
提
出
し
て
お
り
、
谷
干
城
に
よ
れ
ば
「
乾
初
復
古
党
の
危
急
は

　
此
時
よ
り
八
二
は
な
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
　
（
『
谷
干

　
城
．
遺
稿
』
上
五
五
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
政
奉
還
論
を
提
起
し
た
坂
本
龍
馬
の
立
揚
は

き
わ
め
て
微
妙
で
あ
る
。
彼
は
後
述
す
る
中
岡
の
よ
う
に
、
　
一
時
的

な
手
段
と
し
て
大
政
奉
選
を
推
進
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
彼
が
考

え
て
い
た
新
政
府
あ
土
佐
藩
総
身
の
参
議
は
、
彼
と
後
藤
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
　
（
『
坂
本
龍
馬
関
係

文
書
』
e
）
。
彼
は
か
つ
て
は
、
武
力
討
幕
の
た
め
の
薩
長
同
盟
を
成

立
さ
せ
た
存
在
で
あ
り
、
九
月
に
は
薩
藩
か
ら
借
金
し
て
一
三
〇
〇

挺
の
小
銃
を
購
入
し
て
い
る
（
前
掲
書
e
三
七
七
．
八
頁
）
。
ま
た
九
月

二
〇
日
に
は
、
杢
毒
筆
允
に
「
上
国
之
論
ハ
先
生
二
二
直
ニ
ウ
カ
カ

ヒ
泳
得
ハ
、
バ
ク
シ
テ
小
婦
之
愚
論
モ
同
一
カ
ト
モ
奉
存
協
」
と
、

木
戸
の
討
幕
方
針
に
賛
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
書
e
三
八
二
頁
）
。

と
こ
ろ
が
大
政
奉
還
後
の
＝
月
一
日
、
由
利
公
正
の
内
戦
の
危
険

に
備
え
る
必
要
が
な
い
か
と
い
う
間
に
た
い
し
て
、
　
「
不
戦
ナ
リ
」

と
答
え
て
い
る
（
薗
掲
書
◎
六
二
頁
）
。
　
こ
の
よ
う
な
坂
本
の
動
き
を
、

藩
庁
主
流
の
立
場
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
武
力
討
幕
派
と
同
じ
立
場
に
た
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で
、
よ

り
商
業
訟
賛
嘆
の
立
場
か
ら
権
力
の
続
一
一
絶
対
主
義
の
形
成
を
指
向

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
彼
の
「
二
十
四
万
石
」

の
論
理
が
全
国
的
な
貨
…
幣
経
済
把
握
の
方
向
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
基
く
ぞ
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
の
「
夢
中
の
入
情
に
不
被
行
も
〇

一
ケ
条
有
之
泳
、
其
儀
は
江
戸
の
銀
座
を
京
師
に
う
つ
し
八
事
な
り
、

此
一
ケ
条
さ
へ
晶
繊
行
泳
一
得
く
か
へ
り
て
将
軍
職
一
は
其
ま
・
ま
に
て
も
名

あ
り
て
実
な
け
れ
ば
恐
る
る
に
足
ら
ず
と
富
浜
協
」
（
一
〇
月
一
三
臼

附
後
藤
象
次
郎
宛
書
状
i
前
掲
書
e
四
一
八
頁
）
　
と
の
意
見
は
、
ま
さ
に

こ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
中
岡
填
太
郎
は
、
土
佐
藩
を
大
政
奉
還
に
引
ず

ら
な
い
で
武
力
討
幕
の
方
向
に
萌
確
に
推
進
す
る
。
こ
の
時
点
に
あ

っ
て
は
、
　
「
又
導
く
、
王
政
に
復
す
る
を
名
と
し
て
、
其
実
は
諸
侯

が
天
下
の
政
権
を
奪
は
ん
と
す
る
な
ら
ん
と
。
　
是
ぞ
実
に
見
込
違
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土佐藩紅おける討墓遮動の展開（池田）

の
根
基
也
。
其
故
は
、
根
元
草
葬
よ
り
起
り
て
盛
大
に
な
り
し
事
な

れ
ば
、
た
と
え
諸
侯
は
何
と
思
は
る
る
と
も
、
決
し
て
自
由
に
な
ら

ざ
る
な
り
L
（
明
治
元
年
八
月
附
「
復
吉
論
偏
一
『
萌
治
訓
化
全
集
』
雑
史

篇
五
圏
五
頁
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状
勢
を
把
握
す
る
こ
と
な
く
し
て

は
、
も
は
や
権
、
カ
の
統
一
は
な
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
先
述
し
た
申

岡
の
『
藩
』
論
こ
そ
が
こ
の
よ
う
な
状
勢
に
対
処
し
う
る
方
向
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
彼
が
、
　
一
時
大
政
奉
還
論
を
主
張
し
て
も
、
薩
ち
に

武
力
討
幕
論
に
転
化
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
彼
は
復
古
党
的
勢
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

を
武
力
討
幕
に
踏
み
き
ら
せ
る
と
共
に
、
慶
応
三
年
五
月
二
六
廣
、

申
岡
お
よ
び
板
垣
退
助
と
は
、
薩
藩
側
と
武
力
討
幕
の
密
約
を
結
ぶ

（「

s
々
筆
記
」
i
『
史
籍
雑
纂
』
　
五
巻
四
五
・
八
戸
烈
。
　
『
維
新
土
佐
鋤
別
｝
土
史
』
　
一

〇
四
七
頁
）
。
こ
れ
は
、
　
「
政
府
の
重
役
…
…
の
人
物
よ
り
推
せ
ば
、

其
心
事
如
何
は
容
易
に
計
り
難
し
、
於
是
別
に
有
志
者
些
事
の
必
要

あ
り
、
即
ち
石
川
清
之
助
（
懸
軍
の
変
名
）
の
周
旋
に
て
小
松
帯
刀
の

寓
に
会
し
厳
約
を
結
」
ん
だ
竜
の
ぞ
あ
っ
た
（
『
谷
干
誠
遺
稿
』
上
四
二

頁
）
。

（
註
）
　
谷
は
、
こ
の
討
幕
の
籍
約
に
つ
い
て
、
　
「
乾
（
板
扉
）
及
毛
利
（
恭

　
助
）
余
（
四
丁
城
）
は
皆
石
川
清
之
助
（
三
陸
）
の
紹
介
に
よ
り
同
意
を

表
せ
し
も
の
」
と
の
べ
て
い
る
（
『
谷
干
城
裾
濃
』
上
四
二
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
土
佐
討
幕
派
は
、
中
岡
を
媒
介
と
す
る
復
古
党

的
勢
力
と
勤
王
党
的
勢
力
と
の
間
盟
組
織
と
し
て
成
立
す
る
。
復
古

党
的
勢
力
が
、
従
来
「
浮
浪
の
肇
」
と
評
し
て
い
た
勤
王
…
寛
的
勢
力

と
局
並
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
　
一
つ
に
は
彼
ら
の
省
電
論
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
に
よ
る
従
来
の
身
分
意
識
を
払
拭
し
広
汎
な
層
の
支
持
を

え
よ
う
と
す
る
方
向
を
、
中
岡
を
通
じ
て
具
休
化
し
よ
う
と
し
た
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
彼
ら
の
藩
閥
意
識
が
、
薩
・
長
両
藩

に
後
れ
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
薩
．
長
野
藩
の
討
幕
の
方
向
に

同
調
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
谷
は
、
　
「
蒼
黒
B
薩
長

力
を
合
せ
大
事
を
成
し
峰
節
は
、
忽
ち
怨
を
黒
総
申
と
実
に
為
国
家

（
土
佐
藩
を
意
味
す
る
）
心
痛
仕
捧
」
　
（
五
月
一
三
日
附
書
状
－
前
掲
書
下

三
三
九
頁
）
と
の
べ
、
ま
た
板
垣
も
、
フ
公
（
聖
堂
）
今
に
し
て
決
ぜ

ら
れ
ず
ん
ば
他
日
或
は
野
馬
を
島
津
。
毛
利
爾
家
の
門
に
繋
が
れ
ん

為
知
れ
ず
」
と
訴
え
て
い
る
（
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
一
〇
四
七
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
勤
王
党
的
勢
力
の
揚
合
に
は
、
き
わ
め
て
深
刻
な
聞
題

で
あ
る
。
彼
ら
の
首
領
で
あ
っ
た
武
市
瑞
山
を
獄
申
で
究
決
し
た
板

垣
や
、
あ
る
い
は
野
根
山
［
屯
集
弾
圧
の
直
接
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
小

　
　
　
（
註
）

笠
原
唯
八
等
と
の
同
盟
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
中
岡
が
こ

の
よ
・
う
ゆ
な
一
例
明
皿
を
堆
榊
准
冒
し
た
の
は
、
　
払
剛
強
ノ
」
の
べ
た
彼
の
　
『
藩
』
一
事
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に
み
ら
れ
る
転
学
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
彼
の
単
純
に
『
藩
』
を

無
視
し
な
い
態
度
へ
の
転
回
こ
そ
が
、
か
つ
て
の
敵
対
者
で
あ
っ
た

復
古
党
的
勢
力
と
の
同
盟
を
求
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
よ

う
な
申
岡
の
理
論
な
い
し
そ
の
実
践
は
、
必
ず
し
も
全
て
の
勤
王
党

的
勢
力
に
完
全
に
耀
い
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
先
述
の
通

り
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
同
盟
は
、
単
一
な
階
級
と
し
て
の

同
盟
で
は
な
く
、
尊
王
擁
夷
と
い
う
抽
象
的
な
ス
戸
ー
ガ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
武
力
討
幕
と
い
う
一
つ
の
行
動
を
推
進
す
る
場
合
の
一

時
的
な
統
一
に
し
か
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
九
月
に
な
っ
て
板
垣
が
、

こ
の
両
者
の
同
輩
組
織
ぞ
あ
る
討
幕
派
の
家
領
に
す
え
ら
れ
た
時
、

か
な
り
の
反
対
意
見
が
党
員
の
申
に
あ
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
（
前

掲
書
｝
一
五
〇
頁
）
。

（
註
）
　
小
笠
原
唯
八
も
、
慶
応
二
年
一
一
月
五
織
工
岡
と
会
談
し
て
、
彼
の

　
意
見
を
受
い
れ
、
討
墓
に
踏
み
き
っ
て
い
る
（
晶
剛
胆
磐
九
七
七
頁
）
。

　
し
か
し
こ
う
し
て
討
幕
派
が
、
復
古
党
的
勢
力
と
勤
王
射
的
勢
力

と
の
同
盟
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
復
古
…
覚
的
勢
力
の
藩

内
に
お
け
る
立
揚
を
非
常
に
強
い
も
の
に
し
た
。
　
一
一
月
守
旧
派
が
、

復
古
党
を
失
脚
せ
し
め
よ
う
と
し
た
時
、
　
（
「
佐
々
木
高
行
日
記
」
一
稿

本
『
豊
範
公
記
』
）
、
彼
ら
は
、
　
「
然
れ
ど
も
復
古
党
は
東
西
七
十
（
土

佐
国
全
体
）
に
懸
り
過
激
派
（
勤
王
党
）
と
一
致
合
体
し
た
れ
ば
、
僅
々

た
る
城
下
士
格
が
如
何
に
政
府
に
迫
る
も
遂
に
其
成
功
な
し
L
（
『
谷

干
城
遣
稿
』
上
五
五
頁
）
と
、
強
い
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
武
力
討
幕
派
は
、
勤
王
党
的
勢
力
を
通
じ
て
、
大
政

奉
還
派
と
は
比
較
に
な
ら
・
な
い
広
汎
な
階
…
坪
勘
基
盤
を
獲
得
し
た
。

だ
か
ら
彼
ら
は
、
大
政
奉
還
派
の
よ
う
に
姑
息
な
手
段
を
と
る
必
要

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
汎
な
階
級
的
支
持
を
う
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
信
は
、
さ
ら
に
「
万
一
戦
負
色
に
こ
れ
あ

り
棒
と
も
一
年
や
半
年
に
而
潰
滅
愛
馬
と
申
事
は
こ
れ
無
き
事
」

（一

w
長
同
明
皿
に
お
け
る
・
不
一
戸
繭
辛
・
尤
の
轟
思
見
…
　
『
坂
本
真
際
尚
閲
W
係
一
丈
野
田
』
⇔
∪
｝
八

八
頁
）
と
の
自
信
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
自
信
が
、

武
力
討
幕
派
を
し
て
「
諸
事
神
武
創
業
の
始
に
激
つ
き
、
摺
紳
。
武

鉾
。
堂
上
・
地
下
の
別
な
く
、
至
当
の
公
議
を
下
し
、
天
下
と
休
戚

を
同
可
被
遊
叡
念
に
付
し
（
王
政
復
宵
の
大
号
令
前
丈
）
と
、
新
政
府
が

万
属
の
代
表
で
あ
る
か
の
如
き
意
識
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
彼
ら
は
、
大
敵
奉
還
運
鋤
に
た
い
し
て
は
、
こ
れ
を
戦
術
的
に
利

用
す
る
た
め
に
の
み
支
持
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
上
士
討
・
幕
派
は
、

一
方
で
は
藩
庁
主
流
と
大
政
奉
還
推
進
を
協
議
し
な
が
ら
も
、
他
方
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土佐藩における討幕運動の展閣G也田）

で
は
中
岡
・
坂
本
と
密
会
し
討
幕
の
具
体
策
を
相
談
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
中
岡
や
坂
本
は
、
大
政
奉
還
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
佐
藩
を
し
て
「
引
に
睡
れ
ぬ
場
合
に
立
至
ら
し
む
る
の
に
心
算
あ

ら
ん
と
思
ふ
な
り
、
充
分
尽
力
あ
り
た
し
」
（
「
佐
々
木
高
行
日
記
」
1

『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
一
〇
九
二
貝
）
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
王
致
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
て
、
大
政
奉
還
派
の

立
場
が
な
く
な
る
と
、
結
局
彼
ら
も
武
力
討
幕
派
に
同
調
し
て
く
る
。

一
二
月
二
〇
日
付
の
谷
・
毛
利
の
板
垣
・
小
笠
原
宛
の
書
状
に
は
、

状
勢
の
展
開
と
板
垣
の
上
京
の
必
要
を
の
べ
た
の
ち
、
「
右
二
付
（
板

垣
上
京
の
件
）
今
日
ハ
断
…
然
ト
同
役
副
乳
示
合
後
藤
↑
執
政
へ
申
嵩
棒
処
至

極
都
合
宜
敷
多
分
右
様
子
二
可
相
成
勢
二
付
御
楽
御
待
可
被
成
」

（「

ｬ
笠
簾
家
早
書
」
…
稿
本
『
豊
範
公
記
』
）
と
の
べ
ら
れ
て
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
武
力
討
幕
派
は
、
一
部
の
守
旧
派
を
除
く
全
藩
的
な

基
盤
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
、
武
士
層
の
み
に
限

ら
れ
ず
、
勤
王
党
的
勢
力
を
通
じ
て
か
な
り
広
汎
な
農
風
層
の
支
持

を
獲
得
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
し
く
武
力
討
幕
派
は
、

全
封
建
制
の
頂
点
に
あ
る
幕
府
打
倒
の
た
め
の
、
広
汎
な
諸
階
級
の

黒
眼
戦
線
と
し
て
の
性
絡
…
を
も
つ
に
至
っ
た
の
．
て
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
武
力
討
幕
派
を
規
定
す
る
な
ら
ば
、
討
幕
瀕
維
薪

を
下
が
ら
の
変
革
で
あ
る
か
の
よ
う
な
釘
想
を
与
へ
る
が
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
統
一
戦
線
の
指
導
層
な

い
し
は
指
導
理
論
の
階
級
的
性
格
…
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
節

で
の
べ
た
中
岡
の
『
藩
』
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
幕
藩
領
主
的
な

立
場
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
封
建
的
支
配
者
の
立
揚
か
ら
の
権
力

統
一
一
絶
対
主
義
へ
の
指
向
が
一
貫
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
岡
が
そ
の
『
美
談
』
（
七
月
越
売
買
附
軍

制
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
一
『
維
新
土
佐
囲
障
史
』
一
一
〇
四
頁
）
に
お
い

て
、
　
「
新
に
農
兵
な
ど
立
る
は
不
可
也
」
と
明
確
に
の
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
岡
の
『
藩
』
論
が
、

武
力
討
幕
の
指
導
理
論
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
討
幕
が
諸
…
階
級

の
続
一
行
動
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
竜
ち
な
が
ら
竜
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
亀
人
民
の
革
命
的
状
勢
に
た
い
す
る
反
革
命
的
体
綱
確
立
の
方
・

向
に
指
導
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
音
心
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
討
幕
戦

が
終
り
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
中
岡
の
い
わ
ゆ
る
『
戦
』
を
経
た
富

国
強
兵
政
策
お
よ
び
中
央
集
権
化
の
政
策
が
、
明
確
化
さ
れ
て
く
る

と
、
こ
の
討
辱
幕
の
た
め
の
諸
階
級
の
統
二
戦
線
の
分
裂
を
も
た
ら
す

ぞ
あ
ろ
う
。
戊
辰
戦
争
前
後
の
農
．
畏
層
の
動
向
は
、
こ
の
聞
の
事
情

を
も
つ
と
も
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
中
岡
の
『
藩
』
論
的
立
干
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に
立
ち
え
な
い
武
士
層
も
、
政
府
反
対
派
に
廻
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
幕
藩
領
主
的
立
揚
を
墨
守
す
る
層
、
派
閥
意
識
か
ら
討
幕
に
参

加
し
た
上
士
討
幕
派
、
あ
る
い
は
庄
屋
毒
血
的
反
封
建
的
性
格
を
内

包
し
て
い
た
勤
王
党
員
大
衆
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
反
政
府
運

動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
明
治
政
府
は
、
広
汎
な
諸
階
級
の
統
一
行
動
に
よ
っ
て

生
み
だ
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
階
級
的
基
盤
は
き
わ
め
て
狭
い
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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先
般
解
体
修
理
を
完
成
し
、
面
目
を
一
新
し
た
宇
治
平
等
院
に
つ
い
て
、
講
演
及
び
見
学

　
　
を
行
い
ま
す
。
往
復
観
光
バ
ス
利
用
。
参
加
会
費
｝
五
〇
円
。
参
加
御
希
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の
方
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会
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を
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月
廿
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で
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申
込
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い
Q
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次
第
〆
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ま
す
。
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日
申
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付
ま
せ
ん
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Deve1opment　of　the　anti－Sbogunate　movement　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：Tosa－han（土佐藩）

　　　　　　　by

Yoshimasa　lkeda

　　The　general　idea　of　the　anti－Shogunate　party　has　been　based　mainly

’upon　the　Narαmoto　theory　that　the‘‘Seigiha”（エE義派）in　the　Choshu一

．han　（長州藩）　should　be　of　country－samurai　（郷士）　or　middlefarmer

class　origin，　or　enlightened　lower　samurai（下級武士）or　so－called

’“@wealthy　families　of　farming　and　trading　”　class．　although　there　came

many　critical　amendments　；　for　in　the　opinions　of　rcany　students　on

’this　subject　appeared　the　fundamental　idea　of　the　Naramoto’　theory．

　　This　idea，　however，　cannot　clarify　the　destination　of　the　Mei］’i

／administration　allied　with　the　privileged　grand　buslnessmen　with

’political　athliations　and　opposed　to　the　“wealthy　families”　class．

’This　point　we　are　going　to　explore　on　the　basis　o£　the　transition

’from　the　lmperialistS　to　the　Anti－Shogunate　through　the　stage　of

：leadership　of　the　Tosa－han　（土佐藩），

Reconstrection　and　the　Negroes

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshio　Yamagishi

　　The　interpretation　of　Reconstruction　has　been　extremely　distorted

’by　historians’　raeial　prejudice　toward　the　Negroes．

　　This　essay　attempts　to　describe　the　rele　of　the　Negroes　in　the
’Reconstruction　period　and　to　revise　historians’　biased　interpretation．

After　the　Civil　War　the　Negores　were　released　from　’slavery’　and

struggled　for　their　political　and　social　rights．　Particularly　in　South

’Carolina　the　Negroes，　led　by　able　Negro　leaders，　both　white　and

black，　represented　the　most　powerful　group，　and　fougbt　for　demo一

・cratic　rights　and　reconstruction　of　the　state．　ln　spite　of　historians’

bitter　condemnation，　there　are　such　notable　achievernents　as　demo一

・£ratic　state　constitution，　public　school　system，　and　reform　of　tax

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（440）


